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の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
掘
り

抜
い
た
も
の
で
す
。
隧
道
内

に
は
、
つ
る
は
し
の
跡
や
出

水
落
盤
の
跡
が
今
も
。
手
掘

り
の
苦
労
や
集
落
を
守
ろ
う

と
い
う
強
い
思
い
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

隧
道
隣
に
国
道
・
中
山
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
平
成
十

年
、
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し

た
。
が
、
先
人
た
ち
の
偉
業

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
保
存

へ
。
平
成
十
五
年
に
は
、
隧
道
完

成
ま
で
の
道
の
り
を
描
い
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
掘
る
ま
い

か
」
が
製
作
さ
れ
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、「
土
木
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的

・
文
化
的
価
値
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲豊作を願って、たいまつの灯りを田にかざして虫退
治の儀礼をする子どもたち

初夏にさわやかな香りを届けてくれ
るラベンダー。紫のじゅうたんを敷き
詰めたような北海道富良野のラベンダ
ー畑は、夏の風物詩として知られてい
ます。
ラベンダーは背の低い木で、適切に

管理すれば毎年彩りと香りを楽しむこ
とができます。花はポピュラーな紫の
ほかに白、ピンクもあります。語源は
ラテン語の「洗う」。古代ローマ人がこ
の花の香りを好んで、入浴や洗濯の際
に使ったことに由来します。
古くから薬用植物としても利用され、

その香りは安眠、鎮静、鎮痛、殺菌な
どの作用があります。ハーブティー、
ポプリ、アロマテラピーでもおなじみ。
「香りの女王」と呼ばれています。
“長岡の富良野”東山ふれあい農業

公園（栖吉町）では、７月下旬までが
見ごろです。

中
山
隧
道
は
、
山
古
志
地
域
小

松
倉
集
落
と
魚
沼
市
を
結
ぶ
手
掘

り
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
昭
和
八
年

か
ら
十
六
年
を
か
け
て
村
人
た
ち

が
掘
り
抜
い
た
も
の
。
長
さ
は
八

百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
、
手
掘
り
で

は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
ま
す
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
松
倉

集
落
で
は
当
時
、
町
場
（
魚
沼
市

側
）
の
病
院
な
ど
に
行
く
た
め
に

は
、
峠
越
え
が
必
要
で
し
た
。
冬

は
積
雪
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
急

病
人
な
ど
難
路
の
犠
牲
に
な
る
人

も
い
た
そ
う
で
す
。

峠
を
貫
く
隧
道
は
、
自
分
た
ち

「稲虫送り」は古くから日本各地で行われ
ている農耕儀礼の一つです。水田の稲が大き
く育つ７月ころ、大切な稲を病害虫から守る
ため、わらで作ったたいまつに火を灯し、稲
の葉先をなでるようかざします。その火の灯
りに向かって飛んでくる害虫を退治して豊作
を願うというものです。
小国地域ではかつて７月15日の夜、大人た

ちによって行われました。鉦
かね

や太鼓を打ち、
ほら貝を吹き鳴らします。｢稲の虫送りや、稲
の虫送りや」とはやしながらたいまつを振り
ます。渋海川を目指すかがり火の列が川面に
映え、それは壮麗でした。
戦後、誘

ゆう

蛾
が

灯
とう

や農薬の普及により、稲虫送
りをする地域は減っていきました。現在は、
森光、諏訪井などの集落で子どもたちによっ
て、７月中旬に行われています。

２６

２６

ラベンダー
中山隧道　【山古志東竹沢】

ずい どう

２６

稲い
な

虫む
し

送
り

【
７
月
／
小
国
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp

▲中越大震災を耐え抜いた隧道を一目見よ
うと県内外から見学者が。
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きで、ソウル五輪背泳ぎ金メダリスト・鈴木大地さ
んが指導。ユーモアを交えたアドバイスに子どもも
大人も笑顔（6月12日） 
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表紙／7・13水害で被災した新組小学校の今年のプール開
きで、ソウル五輪背泳ぎ金メダリスト・鈴木大地さ
んが指導。ユーモアを交えたアドバイスに子どもも
大人も笑顔（6月12日） 
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中
心
市
街
地
に
整
備
す
る
市
役

所
は
、「
平
成
の
公
会
堂
」
と
屋
根

付
き
広
場
が
一
体
と
な
っ
た
市
民

協
働
の
場
。
建
物
だ
け
で
な
く
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
協
働
な
ど

ソ
フ
ト
面
で
も
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
市
役
所
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

市
民
委
員
会
（
会
長
・
原
陽
一

郎
長
岡
大
学
学
長
）
で
は
、
地
域

や
福
祉
団
体
の
代
表
な
ど
十
五
人

の
委
員
が
、
開
か
れ
た
市
役
所
や

開
か
れ
た
市
議
会
の
実
現
に
向
け

て
、
利
用
者
の
立
場
で
、
基
本
的

な
考
え
方
や
備
え
る
べ
き
機
能
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

①
身
近
に
感
じ
る

開
か
れ
た
市
役
所

迷
わ
な
い
、
待
た
せ
な
い
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
出
会
い
や
協
働
の
場

と
な
る
開
か
れ
た
市
役
所

②
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
市
役
所

「
平
成
の
公
会
堂
」
や
屋
根
付

き
広
場
と
機
能
連
携
し
て
、
市
民

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
各
地
域
の

魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
市
役
所

③
次
世
代
に
誇
れ
る
市
役
所

合
併
後
の
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
市
役
所
、
環
境
問
題
、
高

市
役
所
の
あ
り
方
を

3
つ
の
視
点
か
ら
検
討

齢
社
会
に
も
対
応
し
た
市
役
所

■

―
―
―
―
―
―
―
―
―
■

委
員
か
ら
は
、
「
市
役
所
だ
け

で
な
く
、
議
会
も
開
か
れ
た
も
の

に
な
る
べ
き
」
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
明
る
く
、
楽
し
い
市
役
所

を
」
「
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
仕
組
み
が
あ
れ
ば
市
民
協
働

に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
市
役
所
に
組
み

込
む
機
能
や
中
心
市
街
地
へ
の
移

転
に
よ
る
効
果
な
ど
も
検
討
し
、

年
度
内
に
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
ま
す
。

□問
行
政
管
理
課
†

３９
・
2
2
0
8

年
度
内
に
プ
ラ
ン
を
策
定

今
、
全
国
各
地
の
都
市
は
独
自

の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
個
性
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
ん
な
が
ん
ば
り
に
、

国
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
で
、

財
政
面
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ

た
計
画
は
、
千
を
超
え
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
優
秀
な
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
「
ま
ち
交
大
賞
」
で
、
長

岡
市
の
計
画
が
最
高
賞
の
国
土
交

通
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

老
朽
化
の
著
し
い
厚
生

会
館
は
、
建
て
替
え
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
長

岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
カ
ギ
は
、
こ
の
厚
生
会

館
地
区
を
中
心
と
し
た
ま
ち
な
か

の
整
備
で
す
。

厚
生
会
館
は
現
在
の
機
能
を
さ

ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
ホ
ー

ル
や
ア
リ
ー
ナ
の
あ
る
「
平
成
の

公
会
堂
」
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

「
平
成
の
公
会
堂
」、屋
根
付
き

広
場
、
市
庁
舎
の
三
つ
の
施
設
を

一
体
で
整
備
。
ま
ち
な
か
に
活
気
、

に
ぎ
わ
い
、
潤
い
を
生
み
出
す
、

市
民
の
広
場
が
誕
生
し
ま
す
。

□問
ま
ち
な
か
整
備
課

†

３９
・
2
8
0
7

開
か
れ
た
市
役
所
、
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
て

長岡市のまちづくり計画が
国土交通大臣賞を受賞！

長
岡
市
は
、
中
心
市
街
地
に
整
備
す
る
市
役
所
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

た
め
、「
新
し
い
市
役
所
検
討
市
民
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
再
配
置
の
方
針
な
ど
を

検
討
。
年
度
内
に
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
ま
す
。

「まち交大賞」全国大会で

市
は
、
平
成
二
十
年
度
中
の

条
例
制
定
を
目
指
し
て
、「
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」
検
討
委

員
会
（
委
員
長
・
兒
嶋
俊
郎
長

岡
大
学
教
授
）
を
設
置
し
ま
し

た
。委

員
は
、
子
育
て
や
教
育
、

農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

代
表
十
人
。

兒
嶋
委
員
長
は
、「
男
女
共
同

参
画
の
意
識
を
抜
き
に
介
護
や

子
育
て
な
ど
現
代
の
問
題
を
解

決
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
ま

で
の
長
岡
の
男
女
共
同
参
画
の

取
り
組
み
を
生
か
し
て
長
岡
ら

し
い
条
例
に
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
来
年
三
月
ま

で
に
条
例
案
に
関
す
る
意
見
書

を
ま
と
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
条
例
作

成
へ
検
討
委
員
会
を
設
置

創
意
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り
を

国
が
交
付
金
で
支
援

全
国
千
余
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

長
岡
市
が
そ
の
頂
点
に

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
心

は
厚
生
会
館
地
区
の
整
備

７
・
13
水
害
と
中
越
大
震
災

か
ら
の
復
旧
に
多
大
な
功
績
の

あ
っ
た
工
事
関
係
者
や
団
体
な

ど
へ
の
特
別
感
謝
状
の
贈
呈
式

を
五
月
三
十
日
、
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
四

一
六
団
体
。
受
賞
者
の
代
表
は

謝
辞
で
、「
自
分
の
地
域
は
自
分

で
守
る
と
い
う
使
命
感
で
復
旧

工
事
に
あ
た
り
ま
し
た
。
今
後

も
長
岡
市
の
発
展
に
尽
く
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
実
際
に
復
旧

工
事
に
携
わ
っ
た
技
術
者
が
、

山
古
志
地
域
で
の
体
験
談
を
発

表
。
新
技
術
を
導
入
し
て
二
十

四
時
間
稼
動
で
復
旧
し
た
ト
ン

ネ
ル
工
事
や
、
河
道
閉
塞
か
ら

水
を
抜
く
応
急
工
事
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
に
尽
力
し
た
工
事
関

係
者
に
特
別
感
謝
状
を
贈
呈

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

気軽に立ち
寄れる市役所

次世代に
誇れる市役所

身近に感じる
開かれた
市役所

①

② ③

新しい市役所の
あり方

新しい市役所の
あり方

新しい市役所の
あり方

厚
生
会
館
は
ホ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ

の
あ
る
「
平
成
の
公
会
堂
」
に

▲藤野公孝国土交通大臣政務官
（左）から表彰状を授与される長
岡市長（６月15日・東京都内） ▲６月19日に開かれた第２回委員会

▲代表して20団体に感謝状を授与▲６月12日に開かれた初会合

市庁舎に、市民協働の機能を持たせ
た「シティホール」の発想はユニーク。
にぎわいの創出という視点で、まち
なかの行政機能の整備に国が補助す
るのは全国で初めてのことです。

長岡市の計画は、アイデア、テーマ、市民
参加のプロセスという審査の３つのポイント
でいずれもトップレベルでした。中でも、市
庁舎と「平成の公会堂」、屋根付き広場を一
体で整備して、地域の活性化、市民活動の場、
にぎわいの場としての機能を持たせる「シテ
ィホール」の発想は独創的です。
にぎわいの創出と市民協働という視点で、
まちなかの行政機能の整備に国が支援するの
は、長岡が全国で初めて。
長岡の取り組みが、全国のまちづくりのモ
デルになることを期待します。

審査委員
に聞く

「まち交大賞」審査委員

国土交通省
都市総合事業推進室長

望月　明彦さん

「
平
成
の
公
会
堂
」、
屋
根
付
き

広
場
、
市
庁
舎
が
三
位
一
体
に

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

開
か
れ
た
市
役
所
と
は

開
か
れ
た
市
議
会
と
は

市
民
協
働
の
「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
」

市
民
委
員
会
で
検
討
進
む
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７
・
13
水
害
で
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
浦
瀬
川
が
氾
濫

し
た
浦
瀬
地
区
。
長
岡
市
が
県
内

で
初
め
て
作
成
し
た
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
訓
練

に
は
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
を
中
心
に
地
域
の

人
々
が
協
力
し
、
災
害
時
に
一
人

で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
の

避
難
訓
練
を
実
施
。
避
難
勧
告
な

ど
の
情
報
伝
達
で
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
や
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
を
活
用
。
ま
た
、

雨
の
音
で
広
報
車
や
屋
外
拡
声
器

か
ら
の
情
報
が
聞
こ
え
に
く
か
っ

た
経
験
を
基
に
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

の
呼
び
か
け
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

一
万
二
千
人
が
参
加
し
た
中
之

島
地
域
防
災
訓
練
は
、
豪
雨
で
刈

谷
田
川
の
水
位
が
急
激
に
上
昇
し

た
と
の
想
定
。
各
地
区
ご
と
に
情

報
伝
達
や
避
難
の
訓
練
、
避
難
所

運
営
訓
練
を
実
施
。
同
時
に
、
災

害
の
経
験
か
ら
市
が
ま
と
め
た
災

害
時
要
援
護
者
名
簿
を
活
用
し
た

避
難
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

刈
谷
田
川
沿
い
の
上
通
地
区
で

は
、
避
難
準
備
情
報
の
発
表
と
と

も
に
車
を
使
っ
て
お
年
寄
り
を
避

難
所
へ
搬
送
。
続
く
避
難
勧
告
発

令
で
は
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

や
屋
外
拡
声
器
か
ら
の
情
報
、
隣

近
所
の
声
掛
け
な
ど
で
五
百
七
十

人
が
町
内
会
ご
と
に
集
合
し
、
あ

ら
か
じ
め
決
め
た
避
難
経
路
を
通

っ
て
集
団
で
上
通
小
学
校
に
避
難

し
ま
し
た
。

◇
献
花
台
を
設
置
し
ま
す

水
害
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
へ

追
悼
の
意
を
表
す
た
め
献
花
台
を

設
置
し
ま
す
。
お
花
は
各
自
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
12
日
�
正
午
〜
17
日

�
午
後
７
時
　
会
場
＝
中
之
島
支

所
正
面
玄
関

◇
黙
と
う
を
行
い
ま
す

７
月
13
日
�
正
午
か
ら
１
分
間
、

市
役
所
本
庁
、
支
所
、
市
の
各
施

設
で
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。
来
庁

の
際
に
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
正

午
か
ら
15
秒
間
、
中
之
島
地
域
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

復
興
推
進
室
�
39
・
２
２
６
１

申 問 

ま
た
は
中
之
島
支
所
地
域
振
興
課

�
61
・
２
０
１
０

受
け
付
け
は
今
年
度
と
来
年
度

限
り
で
す
。
早
め
に
ご
相
談
を
。

対
象
町
内
会
＝
一
部
損
壊
以
上
の

集
会
所
な
ど
を
所
有
・
管
理
し
、か

つ
自
主
防
災
会
を
結
成
済
み
（
ま

た
は
結
成
予
定
）
の
町
内
会
　
対

象
設
備
＝
防
災
に
必
要
な
倉
庫
や

発
電
機
、投
光
器
、除
雪
機
な
ど
市

が
必
要
と
認
め
る
設
備
　
補
助
金

額
＝
集
会
所
１
カ
所
に
つ
き
２
０

０
万
円
を
上
限
に
全
額
補
助

危
機
管
理
防
災
本
部
�
39
・
２
２

６
２
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課 申 問 

３年前の７・13水害で大きな被害

を受けた中之島地域と長岡地域の浦

瀬地区。梅雨入りを前に住民が参加

して、それぞれ水害と土砂災害に備

えた防災訓練を実施しました。

河川の氾濫や堤防の決壊、土砂崩

れなどに備え、災害から得た教訓を

いのちを守る取り組みに生かしてい

ます。

□問危機管理防災本部†39・2262

●
7
・
13
水
害
の
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
て

●
防
災
設
備
の
配
備
に
復
興
基
金

が
利
用
で
き
ま
す（
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
等
再
建
支
援
）

７・13水害の被災地で防災訓練

豪雨に備え、安全に迅速
に。災害時要援護者名簿
を活用した搬送訓練も

県内初の「土砂災害ハザード
マップ」を活用し安全に避難

中之島地域
防災訓練 6月17日

浦瀬地区 5月27日

土砂災害防災訓練

ご近所のつながりが大切

浦瀬町自主防災会
会長
土田順一郎 さん

瀬地区はたび
たび水害に見

舞われてきたとこ
ろ。以前から自主
的な防災組織で豪
雨に備えていましたが、３年前のよ
うな大きな土砂崩れや避難所での生
活は初めてでした。
今回の訓練はその経験を生かして、
地域で互いに協力することができま
した。何よりも大切なのは「いのち」
を守ること。そのためには普段から
の隣近所の声掛けや、ご近所のつな
がりが必要だと改めて感じています。
訓練を振り返り、お年寄りの避難方
法などを工夫したいと思います。

浦

①１人で避難できない
災害時要援護者をリヤ
カーや車椅子で避難所
へ②ハンドマイクで避
難を呼びかけ③浦瀬川
の様子を巡回して確認
④避難完了を示す黄色
の布を玄関先に結んで
避難所へ⑤地域住民に
よる災害対策本部

④⑤

②③

お年寄りから子どもまで
トータルの地域力が決め手

通地区にある
中興野の５つ

の町内会では、水
害と震災を契機に、
災害発生時のマニ
ュアルを作りまし

た。それぞれの町内会で情報伝達、
避難誘導、救出救護などの役割を決
め、日々訓練と検証をしています。
防災を通した交流でご近所同士の絆
も深まり、今回の防災訓練でもその強
いネットワークが生かされました。
防災には地域みんなの力が欠かせ
ません。防犯においても同じこと。
お年寄りから子どもまで、トータル
の「地域力」がカギです。

①あらかじめ決めた避難経路
を通って町内会ごとに避難所
へ②災害時要援護者をワゴン
車で避難所へ搬送③Ｅボート
（10人乗りのゴムボート）での
避難を体験④刈谷田川の堤防
上で消防団と地域住民が土の
う積み訓練

③④ ②

①

上

上通連合防災事務局
高橋一寿 さん

大雨で土砂災害発生の危険性が高まっ
たときに、「土砂災害警戒情報」を新潟県
と新潟地方気象台が共同で発表します。
土砂災害の危険のある地域の人はテレビ
やラジオなどの情報に注意し、自主避難
を始める目安にしてください。

大雨注意報

大雨警報

土砂災害警戒情報

テレビやラジオなどからの天
気予報や災害情報に十分注意し
てください。

市は避難勧告などを発令をするか検討を
始めます。前兆現象などに注意し、避難の準
備や状況によっては避難を始めてください。
※土砂災害警戒情報は、大雨警報を発表してい
るときに出されます。

今年から
土砂災害警戒情報を発表します

①

豪雨 
教訓 
豪雨・土砂災害の 
教訓を生かす 
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検
討
。
さ
ら
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
て
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
の
整
備
や
物
資
の
備
蓄
な

ど
、
平
時
の
備
え
や
予
防
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
あ

る
と
き
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
態
に
応

じ
た
警
報
の
伝
達
や
避
難
誘
導
の

方
法
、
消
火
や
救
急
・
救
助
活
動

な
ど
も
具
体
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
長
岡
駅
や
寺
泊
港
、

近
隣
地
域
に
立
地
す
る
原
子
力
発

電
所
な
ど
の
重
要
施
設
を
対
象
と

し
た
武
力
攻
撃
へ
の
備
え
や
、
攻

撃
を
受
け
た
場
合
に
施
設
利
用
者

や
周
辺
の
市
民
を
守
る
た
め
、
市

が
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
ら
な

ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

長
岡
駅
や
寺
泊
港
な
ど
重
要
施
設

が
攻
撃
を
受
け
た
と
き
の
対
応
も

長
岡
市
国
民
保
護
計
画
は
、
外

部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
、
ゲ
リ
ラ
攻
撃
な
ど
）
や
大

規
模
な
テ
ロ
か
ら
市
民
を
守
る
た

め
の
計
画
で
す
。

国
民
保
護
法
や
県
の
計
画
に
基

づ
い
て
、
関
係
機
関
の
代
表
や
市

民
、
有
識
者
か
ら
成
る
長
岡
市
国

民
保
護
協
議
会
で
昨
年
七
月
か
ら

協
議
会
な
ど
の
幅
広
い
意
見
を

踏
ま
え
て
計
画
を
策
定

計画は閲覧できます

□問
危
機
管
理
防
災
本
部

†

３９
・
2
2
6
2

計画書は、市役所本庁１階市民
情報ラウンジ、市民センター、各
支所地域振興課で閲覧できます。
長岡市ホームページ http://www.
city.nagaoka.niigata.jp/ からもご覧
になれます。

平
成
十
八
年
度
の
一
般

会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
が
一
千
四
百
八
十
億

九
千
百
五
万
円
、
歳
出
総

額
は
一
千
三
百
八
十
九
億

七
千
四
百
八
十
六
万
円
で

し
た
。

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総

額
を
引
く
と
、
九
十
一
億

一
千
六
百
十
九
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
平

成
十
九
年
度
に
繰
り
越
し

た
事
業
に
充
て
る
財
源
十

一
億
四
百
十
八
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
の
収
支
は
、

八
十
億
一
千
二
百
一
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

実
質
の
収
支
が
八
十
億

円
の
黒
字
に
な
っ
た
の
は
、

経
費
の
節
減
に
努
め
て
歳

出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
と
、
市
税
収
入
が
伸
び
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
は
今
年
度
、
こ
の
黒
字
分
を

市
債
（
借
金
）
の
繰
り
上
げ
償
還

や
補
正
予
算
の
財
源
な
ど
に
充
て

る
予
定
で
す
。

主
な
基
金
（
貯
金
）
の
残
高
は

百
三
十
三
億
円
で
、
平
成
十
七
年

度
末
の
百
十
二
億
円
か
ら
約
二
十

億
円
の
増
。
市
民
一
人
当
た
り
七

千
円
増
え
ま
し
た
。

一
方
、
市
民
一
人
当
た
り
の
借

金
は
四
十
八
万
八
千
円
で
、
平
成

十
七
年
度
末
の
四
十
八
万
四
千
円

か
ら
四
千
円
増
え
ま
し
た
。

□問
財
政
課
†

３９
・
2
2
0
9

平
成
18
年
度
の
決
算
は

80
億
円
の
黒
字
に

平
成
十
八
年
度
の
長
岡
市
の
決
算
（
見
込
み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
を
中
心
に
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。
決
算
の
内
容
は

監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
今
後
、
市
議
会
で
認
定
を
受
け
ま
す
。

※１※３…国からの負担金が多かったことや市が医療機関に支払う医療費が見込みを下回ったこと
などによる一時的な黒字です。※２…国からの負担金が少なかったことによる一時的な赤字です。 
国からの負担金などの過不足は平成19年度に精算されます。 

特
別
会
計 

企
業
会
計 

会　計　名 

国 民 健 康 保 険  

国 保 寺 泊 診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

診 療 所  

と 畜 場  

下 水 道  

駐 車 場  

浄 化 槽 整 備  

簡 易 水 道  

歳　　入　　 

227億1,595万円 

１億   382万円 

233億5,664万円 

181億1,852万円 

５億2,068万円 

４億   498万円 

152億5,004万円 

4,276万円 

１億1,742万円 

７億   869万円 

歳　　出　　 

217億1,194万円 

9,346万円 

236億2,634万円 

173億2,717万円 

５億2,068万円 

４億   498万円 

152億4,651万円 

4,276万円 

１億1,416万円 

６億9,259万円 

差　　引　　  

10億   401万円 ※１ 

1,036万円　　  

△２億6,970万円 ※２ 

７億9,135万円 ※３ 

― 　　 

― 　　 

353万円　　  

― 　　 

326万円　　  

1,610万円　　  

区　　　分 収　　入　　 

64億8,926万円 

19億2,804万円 

14億4,574万円 

866万円 

支　　出　　 

52億4,677万円 

42億5,921万円 

13億4,456万円 

２億8,830万円 

差　　引　　  

12億4,249万円 　　 

△23億3,117万円 ※１ 

１億　118万円 　　 

△2億7,964万円 ※２ 

水道 

事業 

ガス 

事業 

収益的収支 

資本的収支 

収益的収支 

資本的収支 

※１と※２の不足分は、内部留保資金（減価償却費など）で補てんしました。 

黒
字
分
で
借
金
の

繰
り
上
げ
返
済
を
予
定

平
成
18
年
度
末
の
市
民
一
人
当

た
り
貯
金
額
は
7
千
円
の
増
、

借
金
額
は
4
千
円
の
増

 

差し引きのうち、11億418万円は
平成19年度に繰り越した事業の財
源に充てます。 

歳入 1,480億9,105万円 
歳出 1,389億7,486万円 

 

平成18年度 一般会計 決算 

差し引き  91億1,619万円 

実質収支は  80億1,201万円の黒字 

基金（貯金）残高 市債（借金）残高 

132億9,445万円 
主な基金の残高 

国が示す基金の目安を十分に 
上回る額です。 

1,375億5,796万円 
48万８千円 市民１人当たり 

平成17年度末の48万４千円 
から４千円の増 （　     　　　　　　　　　　） 

参考：県内20市の平均48万３千円 
　　（平成17年度末） 

長
岡
市
は
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
目
指
し
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
や
事
業
の
民
営
化
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

現
在
、
越
路
、
三
島
、
栃
尾
、
与

板
の
各
地
域
で
市
の
水
道
局
が
行

っ
て
い
る
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

民
営
化
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

検
討
を
進
め
て
い
る
の
は
、
各

地
域
の
消
費
者
や
公
認
会
計
士
な

ど
八
人
か
ら
成
る
ガ
ス
事
業
民
営

化
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
鯉
江

康
正
長
岡
大
学
教
授
）
で
す
。

六
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
初
会

合
で
は
、
現
在
の
ガ
ス
事
業
の
置

か
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
論
点

を
整
理
。
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

競
争
激
化
や
ガ
ス
需
要
の
環
境
変

化
な
ど
、
課
題
を
明
確
に
し
ま
し

た
。委

員
会
で
は
今
後
、
ガ
ス
事
業

の
望
ま
し
い
経
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
来
年
二
月
ま

で
に
答
申
案
を
ま
と
め
ま
す
。

□問
水
道
局
業
務
課†

３４
・
1
4
1
2

4地域の公営ガス事業
民営化検討を開始

越路 三島 栃尾 与板

民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

来
年
二
月
ま
で
に
答
申
案
を
決
定

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

「
米
百
俵
」の
精
神
を
世
界
に
！

「
市
民
の
集
い
」
を
開
催

「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
」

は
、
明
治
三
年
の
国
漢
学
校
開

校
を
記
念
し
、
毎
年
六
月
十
五

日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
米
百
俵
賞
を
受
賞

し
た
、
ル
ダ
シ
ン
グ
ワ
真
美
さ

ん
（
四
十
四
歳
、
ル
ワ
ン
ダ
共

和
国
在
住
）
に
市
長
が
記
念
の

楯
を
贈
呈
。
内
戦
で
手
足
を
失

っ
た
人
た
ち
に
義
手
や
義
足
を

贈
る
な
ど
、
自
立
支
援
の
活
動

を
続
け
て
い
る
ル
ダ
シ
ン
グ
ワ

さ
ん
は
、「
支
援
活
動
を
続
け
て

十
一
年
。
多
く
の
人
々
の
協
力

で
今
日
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
意
義
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
、
喜
び
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
感
慨
深
げ
で

し
た
。

長
岡
市
国
民
保
護
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

経
費
節
減
と
市
税
収
入
の
伸
び
な
ど
で

テ
ロ
や
武
力
攻
撃
に
備
え
る
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づ
く
り
キ
ャ
ン
ド
ル
灯
る
「
ホ
タ
ル
ロ
ー
ド
」

越
路
地
域
来
迎
寺
地
区
の
遊
歩
道
「
ホ
タ
ル
ロ
ー
ド
」
に
、
住
民
ら
が
約

５
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
ま
し
た
。
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
光
の
小
路

に
、
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
も
夜
の
散
歩
を
満
喫
。（
６
月
９
日
）

手

ーん！一本！
2009年のトキめき新潟国体の

会場となる栃尾体育館で、北信越
高等学校剣道大会が行われました。
長岡高校をはじめ、県大会を勝ち
抜いた40チームが熱戦を繰り広げ
ました。（６月16日）

め

ップ・ダウンもなんのその
みしま西山連峰登山マラソンの山岳コースが、水害
・地震から３年ぶりに復活。県内外から275人が出場
し、新緑の三島路を駆け抜けました。（５月20日）

ア
良く凧揚げ

中之島中央小学校と見附
市今町小学校の５年生が手
づくりの凧を一緒に揚げま
した。凧を離すときには声
を掛け合い、凧は仲良く大
空を舞っていました。（６月
４日）

仲

ぉーれ！早く！
姉妹都市のフォートワース市（アメリカ）の中学生・高校生20人が、
六日市小学校を訪問。大玉送りやジェンカなど、全校児童と一緒に元気
に交流しました。（６月11日）

そ

漁願って一針、一針
寺泊港で漁に使う網を補修するのは、漁師生
活50年の長濱竹雄さん。この網は、仕掛け網ま
で魚を誘導する「道網」で、長さは400ｍ。手
製の網針で丁寧に繕います。（５月16日）

大

謝
の
気
持
ち
　
や
さ
し
い
音
色
で

震
災
後
、
山
古
志
住
民
を
励
ま
し
て
き
た
ハ
ー
モ

ニ
カ
奏
者
・
木
谷
悦
子
さ
ん
が
心
温
ま
る
名
曲
を
披

露
。
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

コ
カ
リ
ナ
を
演
奏
し
ま
し
た
。（
６
月
16
日
）

感

界に一つだけの作品を
与板保育園の園児が、親子で陶芸に

挑戦しました。カップや皿など思い思
いの作品に打ち込むまなざしは真剣そ
のもの。（６月９日）

世

いっぱいになあれ
地域の「花いっぱい」活動の発表や植栽
指導などが、おぐに森林公園で行われまし
た。当日の朝は、国道沿い約７㎞にサルビ
アの苗を植え、フラワーロードも完成しま
した。（５月27日）

花

00年前の南北朝時代へタイムスリップ
『太平記』に登場する風

かざ

間
ま

信濃守
しなののかみ

信昭
のぶあき

ゆかりの「妙法寺」やそ
の弟が眠る「蓮念

れんねん

寺
じ

」など、和島の史跡を訪ねるツアーが行われ
ました。参加者は歴史に浸る一日を堪能。（６月14日）

７
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日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
９
時
か

ら
（
午
後
２
時
審
査
発
表
、
雨
天

決
行
）

会
場
＝
寺
泊
中
央
海
水

浴
場
　
定
員
＝
30
チ
ー
ム
（
先
着
。

１
チ
ー
ム
５
人
程
度
）

持
ち
物

＝
ス
コ
ッ
プ
、
バ
ケ
ツ
、
コ
テ
な
ど

寺
泊
観
光
協
会
�
75
・
３
３
６

３

▲高さ約1.5mの砂像作り
にチャレンジ！

申 問 ●
寺
泊
サ
ン
ド
ア
ー
ト
（
砂
像
）

コ
ン
テ
ス
ト
（
無
料
）

寺
泊
支
所
産
業
課

†
75
・
3
1
0
5

江
戸
時
代
か
ら
続
く
栃
尾
の
う

ま
市
は
か
つ
て
、
越
後
の
三
大
馬

市
の
一
つ
で
し
た
。

現
在
で
は
馬
の
姿
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
約
百
店
の
露
店
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日
�
午
後
１
時
〜

10
時
、
24
日
�
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

会
場
＝
谷
内
通
り

全
国
名
水
百
選
の
湧ゆ

う

水す
い

で
点
て

た
お
茶
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
５
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
杜
々
の
森
名

水
公
園
　
内
容
＝
宗

流
、
裏
千

家
、
中
野
俣
小
学
校
児
童
の
お
点

前
　
茶
席
券
＝
１
、５
０
０
円
（
３

席
分
と
点
心
付
き
。
杜
々
の
森
名

水
会
館
、
道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち

お
、
栃
尾
地
域
の
茶
店
で
販
売
）

す
べ
て
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事

業
で
す
。

栃
尾
市
街
地
か
ら
杜
々
の
森
ま

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
豊
か
な

自
然
の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
７
月
28
日
�
・
29
日
�（
１

●１
夏
の
と
ち
お
探
検
隊
（
無
料
）

栃
尾
支
所
地
域
振
興
課

†
52
・
5
8
1
5

FAX
52
・
3
9
9
0

tco-chiiki@
city.nagaoka.lg.jp

●１
栃
尾
の
恒
例
行
事
「
う
ま
市
」

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課

†
52
・
5
8
2
7

泊
２
日
）

会
場
＝
杜
々
の
森
名

水
公
園
　
対
象
＝
小
学
３
〜
６
年

生
　
定
員
＝
80
人
（
先
着
）

７
月
13
日
�
ま
で
に
は
が
き
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
電
話
番

号
を
、
〒
９
４
０
―
０
２
９
８
（
住

所
記
入
不
要
）
栃
尾
支
所
地
域
振

興
課
へ

栃
尾
の
雁
木
通
り
の
絵
を
描
い

て
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
ま
せ

ん
か
。
講
師
が
指
導
し
ま
す
。

道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
で
特

産
品
も
購
入
で
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
４
日
�
午
後
１
時
〜

５
時
　
送
迎
コ
ー
ス
＝
①
長
岡
駅

東
口→

栃
尾
②
寺
泊
中
学
校→

中

之
島
支
所→

栃
尾
③
小
国
支
所→

越
路
支
所→

栃
尾
　
定
員
＝
各
コ

ー
ス
小
学
生
の
親
子
10
組
20
人（
先

着
。
中
学
生
も
可
）

持
ち
物
＝

画
板
、
筆
記
用
具
、
画
用
紙
（
四

つ
切
）、水
筒
、カ
メ
ラ
な
ど
　

７
月
４
日
�
〜
18
日
�
に
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
コ
ー
ス

名
（
乗
車
場
所
）、住
所
、氏
名
、学

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
、
〒

９
４
０
―
０
２
９
８
（
住
所
記
入

不
要
）
栃
尾
支
所
地
域
振
興
課
へ

と
ち
お
祭
で
行
わ
れ
る
全
国
で

も
珍
し
い
、
酒
樽
を
乗
せ
た
み
こ

し
を
使
っ
た
綱
引
き
で
す
。

日
時
＝
８
月
25
日
�
午
後
１
時
か

●３
全
日
本
少
年
少
女
樽
み
こ
し

綱
引
き
選
手
権
大
会
（
無
料
） 申 問 

●２
「
と
ち
お
の
雁が

ん

木ぎ

絵
画
大
賞
」

親
子
写
生
ツ
ア
ー
（
無
料
）

申 問 

ら
　
会
場
＝
中
央
公
園
　
対
象
＝

小
学
生
３
〜
６
年
生
（
１
チ
ー
ム

８
人
以
上
）

※
綱
引
き

の
や
り
方

の
指
導
、

ビ
デ
オ
の

貸
し
出
し

あ
り

７
月
31
日

�
ま
で

日
時
＝
９
月
８
日
�
午
後
６
時
30

分
か
ら
　
料
金
＝
全
席
指
定
４
、

０
０
０
円
　
会
場
・
チ
ケ
ッ
ト
発

売
＝
７
月
８
日
�
午
前
９
時
か
ら

寺
泊
文
化
セ
ン
タ
ー
で

①
越
路
の
ア
ス
パ
ラ
収
穫
と
史
跡

を
訪
ね
て

今
、
注
目
の
越
路
野
菜
、
ア
ス

パ
ラ
の
収
穫
体
験
と
試
食
。
そ
し

て
、
偉
人
、
史
跡
を
巡
る
旅
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
８
時
〜

午
後
３
時
こ
ろ
　
集
合
場
所
＝
越

路
支
所
　
コ
ー
ス
＝
越
路
支
所→

●
と
っ
て
お
き
の
長
岡
ま
ち
め
ぐ

り
in
越
路

越
路
支
所
産
業
課

†
92
・
5
9
0
3

FAX
92
・
6
9
4
2

●
吉
田
兄
弟

「
三
味
線
だ
け
の
世
界
」
公
演

寺
泊
文
化
セ
ン
タ
ー

†
75
・
5
1
5
5

申 問 

岩
野
地
区
（
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
・

試
食
）→

義
民
岡
村
権
左
衛
門
の

し
ょ
う
と
く

ひ

碑
、
井
上
円
了
頌
徳
碑
、
慈
光
寺

し
ょ
う
ら
い
か
く

ほ
か→

昼
食
（
そ
ば
）→

松
籟
閣

→

も
み
じ
園
　
定
員
＝
25
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

７
月
９
日

�
か
ら
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

②
そ
ば
づ
く
り
名
人

越
路
原
の
大
地
で
そ
ば
づ
く
り

に
挑
戦
。「
そ
ば
文
化
」
の
魅
力
を

再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
と
内
容
＝
８
月
18
日
�
午
前

８
時
か
ら
…
種
ま
き
、
10
月
中
旬

ご
ろ
（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）

午
後
１
時
か
ら
…
収
穫
、
11
月
18

日
�
午
前
９
時
か
ら
…
そ
ば
打
ち
、

会
食
　
集
合
場
所
＝
越
路
支
所

会
場
＝
越
路
原
（
そ
ば
打
ち
は
塚

山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

定
員
＝

20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、

５
０
０
円

７
月
９
日
�
か
ら

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

与
板
地
域
出
身
で
日
本
人
初
の

ビ
ー
ル
醸
造
家
と
し
て
知
ら
れ
る

中
川
清
兵
衛
。
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

は
そ
の
功
績
を
し
の
び
、
北
海
道

以
外
で
は
飲
む
こ
と
の
で
き
な
い

限
定
ビ
ー
ル
を
メ
ー
ン
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
の
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
創
生
基
金
事
業
と
し
て
、

●
北
海
道
限
定
ビ
ー
ル
が
与
板
で

味
わ
え
る
「
中
川
清
兵
衛
ビ
ー

ル
フ
ェ
ス
タ
」

与
板
支
所
地
域
振
興
課

†
72
・
3
1
0
0

申 問 

申 問 

こ
ど
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀

作
品
の
試
食
や
周
辺
地
域
特
産
物

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
28
日
�
午
後
５
時
〜

９
時
　
会
場
＝
与
板
支
所
前
広
場

与
板
支
所
地
域
振
興
課
ま
た
は

与
板
町
商

工
会
�
72

・
２
３
０

３
竹
灯
ろ
う
の
灯
り
の
演
出
に
よ

る
幻
想
的
な
ま
つ
り
で
す
（
竹
灯

ろ
う
は
28
日
の
み
）。

日
時
と
内
容
＝
７
月
28
日
�
午
後

１
時
30
分
〜
９
時
…
盆
踊
り
大
会

な
ど
、
29
日
�
午
後
５
時
〜
８
時

30
分
…
青
年
夢
来
ラ
イ
ブ
、
花
火

大
会
な
ど
　
会
場
＝
道
の
駅
良
寛

の
里
わ
し
ま
芝
生
広
場

会
場
は
す
べ
て
ま
ち
な
か
・
考

ま
ち
な
か
・
考
房
（
大
手
通
2
）

†
36
・
3
2
4
0

●
わ
し
ま
ま
つ
り

和
島
支
所
産
業
課

†
74
・
3
1
1
1

申 問 

房
で
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
正
午
〜
午
後

４
時
（
歩
行
者
天
国
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
腐
・
豆
乳
プ
リ

ン
の
限
定
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
12
日
�
正
午
〜
午
後

３
時大

自
然
の
中
で
思
い
出
と
友
だ

ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
17
日
�
〜
19
日
�（
２

泊
３
日
）

会
場
＝
国
立
妙
高
青

少
年
自
然
の
家
　
内
容
＝
野
外
遊

び
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
　
対

象
＝
小
学
５
・
６
年
生
　
定
員
＝

１
２
０
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円

長
岡
・
三
条
・
見
附
市
が
協
力

し
て
、
感
動
で
き
る
体
験
を
子
ど

も
た
ち
に
提
供
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
１
日
�
・
２
日
�（
１

泊
２
日
）

内
容
＝
１
日
目
…
Ｅ

ボ
ー
ト
に
よ
る
信
濃
川
川
下
り
、

海
鮮
な
べ
作
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
川
に
つ
い
て
の
講
座
、
２

●２
感
動
体
験
道
場
「
信
濃
川
リ
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

●１
夏
の
つ
ど
い
in
妙
高

子
ど
も
家
庭
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
39
・
2
3
0
0

●２
４
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
限
定
販
売
」

●１
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
腐
の
限
定
販
売

ほ
か

日
目
…
鍛
冶

か

じ

体
験
道
場
（
三
条
市
）

で
和
釘く

ぎ

づ
く
り
体
験
　
対
象
＝
小

学
４
〜
６
年
生
　
定
員
＝
40
人（
多

数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
４
、

０
０
０
円

◇
　
　
　
　
◇
　

●１
７
月
20
日
�
●２
８
月
10
日
�

ま
で
（
必
着
）
に
、
各
小
学
校
に

配
布
さ
れ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

〒
９
４
０
―
０
０
８
６
西
千
手
２

の
５
の
１
子
ど
も
家
庭
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）

対
象
者
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

案
内
状
＝
７
月
中
旬
に
対
象
者
に

発
送

各
地
域
の
教
育
委
員
会

分
室

 

午
前
10
時
〜 

正
午 

山
古
志

会
館 

 

午
前
９
時
30
分

〜
11
時
40
分 

中
之
島

文
化
セ

ン
タ
ー 

 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時 

み
し
ま

交
流
セ

ン
タ
ー 

 

午
前
９
時
30
分

〜
11
時 

和
島
保

健
セ
ン

タ
ー 

 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分 

寺
泊
文

化
セ
ン

タ
ー 

  

午
前
９
時
30
分

〜
10
時
50
分 

与
板
地

域
勤
労 

青
少
年

ホ
ー
ム 

山古志 中之島 三島 和島 寺泊 与板 
８／14c８／15d

地
域 

地
域 

期
日 

会
場 

時
　
間 

申 問 

●３
成
人
式
８
月
実
施
地
域

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

長岡市役所 〒９４０－８５０１ 幸町2の1の1 135・1122

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

市
政
広
報
番
組

◆ＦＭながおか（76.4MHz）
・「長岡市からのお知らせ」7分間
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから
・「市役所発！市民情報局」10分間
毎週金曜日午前７時20分ころから（再放送は午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信
・「地域広場多言語放送ワールドカフェ」30分間
在住外国籍市民向け４カ国語放送〔英語、中国語、ポルトガル語、やさし
い日本語〕毎週水曜日午後６時30分から（再放送は毎週日曜日午後５時）

◆ＢＳＮラジオ（AM1062kHz）
「長岡市だより」90秒間
毎週月～金曜日の午後２時30分ころから

◆エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」15分間
毎月第１月曜日の午後６時15分から
（再放送は随時）
※本放送の翌日から市ホームページで配信

人口と世帯数 住民基本台帳登録数19.６.１（前月比）

281,797人 137,761人 144,036人 96,724世帯
（－104） （＋45）（－42）（－62）

事　　業　　名 内　　　　　　　　容 補助対象者 問い合わせ 

集落環境の整備・保全のために必要な山
の緑化保全などにかかる経費を補助 
 
森林内の作業路の復旧や植林、除・間伐
にかかる経費を補助（実施済みも対象） 
 
文化財の所有者が実施する被災文化財の
修理・修復費用を補助（復旧済みも対象） 
 
歴史的建造物などの修理・修復費用を補
助（復旧済みも対象） 
 
私立学校・幼稚園の施設・設備の復旧経
費を補助（復旧済みも対象） 
 
被災集落などのコミュニティ機能の再生
など地域の復興に関する計画「地域復興
デザイン」の策定中に、先導的に取り組
む地域復興事業にかかる経費を補助 

中山間地域再生 
総合支援 
 

森林整備緊急支援 
 
 
指定文化財等災害 
復旧支援 
 
歴史的建造物等 
再建支援 
 
私立学校施設設備 
災害復旧支援 
 
 
地域復興デザイン 
先導事業支援 

集落または複数の集
落で構成する団体 
 
森林を所有または作
業路を管理する人ま
たは団体

 

個人・法人 
 
 

所有者 
 
 

学校設置者 
 
 
 

集落や地域団体など 

復興推進室 
�39・2261 
 
農林整備課 
�39・2224 
 
科学博物館 
�32・0546 
 
科学博物館 
�32・0546 
 
幼稚園…保育課 
�39・2219、 
学校…学務課 
�39・2239 

復興推進室 
�39・2261

新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
が
追

加
さ
れ
ま
し
た 震

災
関
連
の
お
知
ら
せ

一夜限りの「音と光
と花火のコンビネー
ション」。ぜひ体感し
てください。
会場で待ってるぜ！

せ
い
ね
ん

む

ら

青年夢来のＤＪ CHELSEE青年夢来のＤＪ CHELSEE

●
杜と

々ど

の
森
名
水
茶
会

２
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期
日
と
内
容
＝
①
７
月
20
日
�
生

け
花
②
21
日
�
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ

ン
（
ガ
ラ
ス
製
品
の
模
様
付
け
）

③
22
日
�
折
り
紙
ア
ー
ト
（
も
ち

ひ
と
伝
説
）
④
28
日
�
か
ぼ
ち
ゃ

プ
リ
ン
と
ド
ー
ナ
ツ
⑤
29
日
�
粘

土
で
作
る
動
物
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
⑥

８
月
５
日
�
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン

ト
⑦
７
日
�
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

花
の
絵
（
ひ
ま
わ
り
）
⑧
９
日
�

生
け
花
⑨
11
日
�
竹
細
工
⑩
12
日

�
小
国
和
紙
細
工
・
紙
す
き

◇
　
　
　
　
◇
　

時
間
＝
②
〜
⑥
⑨
⑩
午
前
９
時
〜

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

養
楽
館
（
小
国
地
域
）

†
95
・
3
1
6
1

正
午
、
①
⑦
⑧
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
み
ん
な
の
体
験
館

定
員

＝
各
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

①
⑧
５
０
０
円
、
④
８
０
０
円
、

そ
の
他
１
、０
０
０
円
（
い
ず
れ
も

延
命
の
湯
「
養
楽
館
」
入
館
料
含

む
）

電
話
で
（
水
曜
日
休
館
）

展
示
替
え
の
た
め
７
月
９
日
�

〜
13
日
�
は
休
館
し
ま
す
。

長
岡
出
身
で
童
画
家
と
し
て
活

躍
し
た
川
上
四
郎
と
風
間
四
郎
の

●１
企
画
展
「
川
上
四
郎
・
風
間
四

郎
　
二
人
の
四
郎
展
〜
童
心
の

世
界
〜
」

栃
尾
美
術
館
†
53
・
6
3
0
0

申 問 

作
品
な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
。

期
日
＝
７
月
14
日
�
〜
９
月
24
日

�

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
、
８
月
13
日
�
は
開

館
）

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
栃
尾
美
術
館
展
示
室
　
入

館
料
＝
一
般
３
０
０
円
、
大
・
高

生
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

◆
作
品
鑑
賞
会

「
二
人
の
四
郎
展
」
の
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
15
日
�
午
後
２
時
か

ら
　
参
加
料
＝
無
料
（
当
日
の
観

覧
券
が
必
要
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
14
日
�
午
後
２
時
か

ら
１
時
間
程
度
　
会
場
＝
栃
尾
美

術
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

内
容
＝
ま
ん
が
日
本
昔
話
「
梨
山

の
大
蛇
」「
念
仏
の
鼻
」「
へ
び
女

房
」「
幽
霊
飴
」

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
後
２
時
〜

３
時
　
会
場
＝
栃
尾
美
術
館
１
階

●３
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
「
弦
楽
器

の
調
べ
を
栃
尾
美
術
館
で
」

●２
ミ
ニ
上
映
会
（
無
料
）

▲風間四郎「よいこ（小
学館）表紙絵」

ロ
ビ
ー
　
曲
目
＝
千
の
風
に
な
っ

て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
四
重
奏
Ｋ

１
５
６
な
ど
　
出
演
＝
村
山
由
美

子
さ
ん（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
渡
辺
和

子
さ
ん（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
加
野
晶

子
さ
ん（
ビ
オ
ラ
）、
大
原
喜
代
美

さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）

参
加
料
＝
無

料
（
当
日
の
観
覧
券
が
必
要
）

透
明
な
ア
ク
リ
ル
板
に
絵
の
具

を
工
夫
し
て
絵
を
描
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
28
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
栃
尾
美
術
館

ア
ト
リ
エ
　
講
師
＝
画
家
・
長
谷

部
昇
さ
ん
　
対
象
＝
小
・
中
学
生

（
小
学
１
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
５
０
０
円
　
持
ち
物
＝
筆
洗
、

筆
拭
き
用
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

７
月
11
日
�
か
ら

美
術
館
１
階
に
カ
ラ
フ
ル
な
ダ

ン
ボ
ー
ル
迷
路
を
作
り
遊
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２
日
�
・
４
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
（
一
日
の
み

の
参
加
も
可
）

会
場
＝
栃
尾
美

術
館
ア
ト
リ
エ
　
講
師
＝
造
形
作

家
・
深
澤
三
枝
子
さ
ん
　
対
象
＝

小
・
中
学
生
（
小
学
１
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
＝
15
人
（
先

着
）

持
ち
物
＝
空
き
缶
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
木
工
用
ボ
ン
ド
　

７

月
11
日
�
か
ら

申 問 

●５
こ
ど
も
造
形
講
座

「
増
や
し
て
探
検
！
マ
ジ
ッ
ク

め
い
ろ
」（
無
料
）

申 問 

●４
私
の
宝
物
づ
く
り
〜
ガ
ラ
ス
絵

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

く
ず
し
字
に
親
し
み
な
が
ら
日

記
の
内
容
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
・
14
日
�
・

21
日
�
・
28
日
�
午
後
１
時
〜
３

時
　
定
員
＝
各
20
人
（
先
着
）

た
く

じ

ろ
う

●２
今
泉
鐸
次
郎
著

「
河
井
継
之
助
傳で

ん

」
を
読
む
会

河
井
継
之
助
の
生
き
た
す
べ
て

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
９
日
�
・
23
日
�
午

後
１
時
〜
３
時
　
定
員
＝
各
10
人

（
先
着
）

◇
　
　
　
　
◇
　

●１
●２
い
ず
れ
も

会
場
＝
河
井
継

之
助
記
念
館
　
参
加
料
＝
１
回
１

０
０
円
（
館
内
見
学
は
入
館
料
２

０
０
円
別
）

随
時
（
開
館
時

間
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
内
容
＝
講
演
、
人
権
啓
発

映
画
上
映
　

７
月
19
日
�
ま
で

申 問 

●１
長
岡
市
社
会
同
和
教
育
研
修
会

（
無
料
）

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か

†
39
・
2
7
4
6

申 問 

●１
河
井
継
之
助
記
の
旅
日
記

「
塵ち

り

壺つ
ぼ

」
を
読
み
解
く
会

河
井
継
之
助
記
念
館

†
30
・
1
5
2
5

FAX
30
・
1
5
2
6
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

元
気
印
母
さ
ん
た
ち
手
作
り
の

布
小
物
や
農
産
物
の
朝
市
で
す
。

日
時
＝
７
月
31
日
�
午
前
10
時
30

分
か
ら
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
参

加
団
体
＝
長
岡
老
い
を
考
え
る
会
、

農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な

が
お
か
ゆ
め
倶
楽
部

す
べ
て
無
料
で
す
。
●１
●２
は
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
11
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
１
　
テ
ー
マ
＝
柏
葉
幸
子

作
「
霧
の
む
こ
う
の
ふ
し
ぎ
な
町
」

日
時
と
内
容
＝
①
７
月
14
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
50
分
「
う
ず
潮
」

（
’75
年
フ
ラ
ン
ス
）
②
７
月
24
日
�

●２
映
画
会

●１
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

●２
21
st
フ
ォ
ー
ラ
ム
夏
の
陣

母
さ
ん
た
ち
の

「
ス
ク
ラ
ム
！
朝
市
」

午
後
２
時
〜
３
時
40
分
「
拳
銃
無

宿
」（
’47
年
ア
メ
リ
カ
）
③
７
月
27

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
カ
バ
ン

の
囚
人
（
日
本
語
吹
替
版
）」（
’04

年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０
人（
先

着
）今

年
の
夏
は
、
本
を
た
く
さ
ん

読
ん
で
認
定
証
や
す
て
き
な
記
念

品
を
も
ら
お
う
！

と
し
ょ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
市
内
９

つ
の
図
書
館
で
７
・
８
月
に
開
催
。

次
の
２
つ
の
コ
ー
ス
で
み
な
さ
ん

の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
（
対
象：

小

学
生
）

絵
本
や
物
語
の
本
（
マ
ン
ガ
や

ク
イ
ズ
の
本
は
除
く
）
を
30
冊
読

も
う
！
図
書
館
に
あ
る
エ
ン
ト
リ

ー
カ
ー
ド
に
今
年
の
夏
に
初
め
て

読
ん
だ
本
の
タ
イ
ト
ル
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。
達
成
す
る
と
認
定
証

と
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

②
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー

ス
（
対
象：

小
学
生
ま
で
）

市
内
９
つ
の
図
書
館
の
う
ち
、

３
つ
の
図
書
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

図
書
館
で
も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
３

種
類
集
め
た
ら
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
の
完
成
で
す
。

夏
休
み
に
図
書
館
の
窓
口
業
務

や
本
の
返
却
、
書
架
の
整
理
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●４
夏
休
み
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

●３
と
し
ょ
リ
ン
ピ
ッ
ク

期
日
＝
７
月
24
日
�
〜
８
月
28
日

�
で
希
望
す
る
日
　
時
間
＝
①
午

前
９
時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
５

時
（
い
ず
れ
も
時
間
途
中
か
ら
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

場
所
＝

中
央
図
書
館
、
各
地
域
図
書
館

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
、
１
回
半

日
を
な
る
べ
く
連
続
し
て
４
日
以

上
参
加
で
き
る
人
　
定
員
＝
①
②

と
も
中
央
図
書
館
10
人
、
地
域
図

書
館
５
人
程
度
（
寺
泊
は
３
人
程

度
）
※
報
酬
、
手
当
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん

７
月
15
日
�
ま
で
に

各
図
書
館
に
あ
る
所
定
の
申
込
書

に
記
入
し
、
希
望
す
る
図
書
館
へ

本
人
が
持
参
　
説
明
会
＝
７
月
22

日
�
午
前
10
時
か
ら
30
分
程
度
、

各
図
書
館
で

読
書
感
想
や
体
験
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
27
日
�
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
ヘ
ル
マ
ン

・
ヘ
ッ
セ
著
「
車
輪
の
下
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
15
日
�
午
後
３
時
〜

３
時
50
分
　
内
容
＝
「
駆
け
抜
け

た
時
代
　
北
越
戊
辰
戦
争
・
長

岡
」
、
ま
ん
が
日
本
昔
話
④
「
そ

こ
つ
惣
兵
衛
、
分
福
茶
釜
」

●
み
に
み
に
上
映
会
（
無
料
）

北
地
域
図
書
館†

22
・
7
1
0
0

●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

互
尊
文
庫

†
35
・
7
9
8
1

申 問 
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長
岡
の
夏
は
「
農
で
Do
！
」

●１
〜
●３
の
会
場
は
、
す
べ
て

農
の
駅
あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡
（
ふ

る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
）

で
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
を
リ
ボ
ン

で
編
む
よ
う
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
状

の
ポ
プ
リ
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
前
９
時

〜
正
午
　
講
師
＝
古
志
の
里
フ

ァ
ー
ム
・
恩
田
吉
和
さ
ん
　
定

員
＝
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

種
ま
き
、
収
穫
、
脱
穀
、
そ

ば
打
ち
ま
で
自
分
で
育
て
る
こ

だ
わ
り
の
そ
ば
体
験
で
す
。

期
日
＝
８
月
12
日
�
〜
10
月
下

旬
　
定
員
＝
50
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
料
＝
１
、５
０

０
円

◇
　
　
　
　
◇

●１
７
月
13
日
�
●２
７
月
25
日

�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
返
信
の
表
に
あ
て
先

を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―
０

８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
農
の

駅
あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡
（
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
）
†
34

・
５
３
6
０

申 問 

７
月
下
旬
か
ら
枝
豆
（
お
つ

な
姫
）
の
も
ぎ
取
り
が
で
き
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
月
曜
休
館
）
料
金
＝
２
本
１

０
０
円
、
５
本
２
０
０
円

※
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す（
ほ

か
に
巾
着
な
す
も
あ
り
）。

花
火
観
覧
の
お
供
に
、
自
分

で
収
穫
し
た
野
菜
は
い
か
が
で

す
か
。

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
ゆ
め
農
園（
長

岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定
員
＝
30
人（
先
着
）
料
金
＝

枝
豆
１
束
５
０
０
円
、
と
う
も

ろ
こ
し
１
本
80
円
（
生
育
具
合

に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

７
月
10
日
�
〜
20
日
�
に
農

政
課
†
39
・
２
２
２
３
へ

申 問 

●
こ
だ
わ
り
の
そ
ば
名
人

２

●
朝
採
り
の
枝
豆
・
と
う
も
ろ

こ
し
を
ど
う
ぞ
！
農
家
の
お

か
あ
ち
ゃ
ん
農
園
収
穫
体
験

●
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
づ

く
り

１

●
あ
ぐ
ら
っ
て
産
・
旬
野
菜
の

も
ぎ
と
り
ス
タ
ー
ト

３

与
板
地
域
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
の
お
知
ら
せ
†
７２
・
2
0
1
5

※みずみずしさや風合いを長期間保つように特殊加工
した生花をアレンジします。
いずれも７月10日�から受講料を添えて申 問 

日　　時 受講料 定員 教室名 
７月19日e・26日e、８月４日g
・24日f、９月６日e・20日e
午前10時～11時30分 
①７月19日～９月28日の毎週木・
金曜日午後７時～８時（計22回） 
②７月21日～９月30日の毎週土・
日曜日午前10時～11時（計22回） 
７月17日c・26e、９月６日e・
20日e午後７時～８時30分 
①７月27日f、８月24日f、９月７
日f午後７時～９時 
②７月21日g、８月25日g、９月８
日g午後２時～４時 
①７月20日f、９月11日c午前
10時～11時30分 
②７月27日f、９月14日f午後７
時～８時30分 

 
5,000円 

（材料費別） 

 

8,000円
 
 

 
4,800円 

（材料費別） 

 
10,000円 
（材料費別） 

 
 

2,500円 
（材料費別） 

 

 
10人 

 
 

各10人
 
 
 

10人 
 

 
各５人

 
 
 
 

各５人 

絵 手 紙  
教 室  
 
 
パソコン 
教 室  
 

料理教室 
 

プリザー
ブドフラ
ワ ー ※  
 
 
お 菓 子  
教 室  

▲ゆめ倶楽部の（左から）久保さん、
武石さん、池津さん

夏休みこども環境探検隊　水辺の生き物を調べよう！（無料）

自然とふれあいながら、川の生き物を調べ、環境について考えます。
日時＝８月10日�午前９時～午後２時　会場＝長倉町地内の栖吉川
対象＝小学３～６年生　定員＝30人（先着） ７月10日�～７月31

日�に環境政策課†24・0528へ（詳細は、参加者にお知らせします）
申 問 

私たちの愛情込めて育てた 
新鮮野菜をどうぞ！ 
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な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
�
39
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
9
時
〜
午

後
6
時
30
分
で
す
。
金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
展
示
の
初
日
と
最
終
日
は
、
準
備
と
片
付
け

の
た
め
、
展
示
が
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

15 市政だより　2007.7 14市政だより　2007.7

期
間
＝
７
月
11
日
�
〜
16
日
�

期
間
＝
７
月
18
日
�
〜
23
日
�

期
間
＝
７
月
25
日
�
〜
30
日
�

期
間
＝
８
月
１
日
�
〜
６
日
�

期
間
＝
８
月
８
日
�
〜
13
日
�

期
間
＝
７
月
７
日
�
〜
16
日
�

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

日
時
＝
７
月
10
日
�
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

８
月
７
日
�
午
前
11
時
か
ら
１

時
間
程
度
　
対
象
＝
１
歳
未
満

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦

持
ち
物
＝
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ

り
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
初
め
て

の
人
は
当
日
渡
し
ま
す
）

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
を

相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

期
日
と
内
容
＝
７
月
19
日
�
…
発

育
と
病
気
（
看
護
師
）、
８
月
９
日

�
…
お
母
さ
ん
の
悩
み
聞
き
ま
す

（
母
子
保
健
推
進
員
）
時
間
＝
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
随
時
保

育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

ン
で
「
花
火
が

で
き
る
ま
で
」

「
長
岡
ま
つ
り
の

紹
介
」
も
上
映

し
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午

前
10
時
〜
午
後

５
時
ま
で
（
年

末
年
始
は
除
く
）

日
時
＝
７
月
15
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

期
間
＝
８
月
６
日
�
〜
19
日
�

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

①
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
高
校
生

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会

姉
妹
都
市
ト
リ
ア
ー
市
（
ド
イ

ツ
）の
青
少
年
グ
ル
ー
プ
も
来
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
内
容
＝
文
化
紹
介
、

交
流
会
、
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
な

ど
物
産
販
売
ほ
か
（
予
定
）

②
写
真
パ
ネ
ル
展

期
日
＝
７
月
23
日
�
〜
８
月
５
日

�

内
容
＝
交
流
の
あ
ゆ
み
を
紹

介
す
る
写
真
約
50
点
の
展
示

テ
ー
マ
は
「
世
界
に
通
じ
る
地

域
の
力
」。
世
界
の
現
状
や
国
際

協
力
の
実
態
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
講
座
で
す
。

日
時
＝
７
月
16
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
　
講
師
＝
長
岡
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
・
羽
賀
友
信

地

球
広
場
に
あ
る
申
込
書
で
、
フ
ァ

ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
持
参

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
な
ど

に
相
談
員
が
答
え
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
（
多
重
債

務
）
で
お
困
り
の
人
を
対
象
に
、

情
報
提
供
や
相
談
に
答
え
ま
す
。

申 問 

秘
密
厳
守
。

◇
　
　
　
　
◇

●１
●２
い
ず
れ
も
　
相
談
時
間
＝
月

〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

日
時
＝
７
月
23
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
２
０
２
会
議

室
　
講
師
＝
日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
友

会
教
師
・
峰
村
政
子
さ
ん
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
バ

ス
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
　

７
月
９
日
�
か
ら

申
し
込
み
の
記
載
が
な
い
も
の

は
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

①
ぬ
り
ぬ
り
・
ペ
タ
ペ
タ
・
ぐ
ち

ゃ
ぐ
ち
ゃ
、
気
分
そ
う
快
！

絵
の
具
遊
び
を
思
い
き
り
楽
し

も
う
。
お
父
さ
ん
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度
　
対
象
＝
１
歳
半

以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
定

員
＝
20
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝

汚
れ
て
も
良
い
服
・
タ
オ
ル
　

７
月
10
日
�
〜
19
日
�

②
祭
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

楽
し
い
縁
日
が
待
っ
て
い
ま
す
。

盆
踊
り
や
お
店
屋
ご
っ
こ
で
お
祭

り
気
分
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
７
月
26
日
�
午
前
11
時
〜 申 問 

申 問 

正
午
　
対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

③
サ
マ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
生

演
奏
を
聴
い
た
り
、
一
緒
に
歌

っ
た
り
し
て
素
敵
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で

も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
８
日
�
午
前
11
時

か
ら
40
分
程

度
　
会
場
＝

地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

日
時
＝
７
月
12
日
�
午
前
11
時

か
ら
45
分
程
度
　
内
容
＝
リ
ズ

ム
体
操
や
手
遊
び
な
ど
　
対
象

＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

栄
養
士
が
子
ど
も
の
成
長
に

合
わ
せ
た
ス
プ
ー
ン
や
は
し
の

持
ち
時
、
方
法
を
話
し
ま
す
。

夏
の
食
事
の
レ
シ
ピ
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。
講
座
後
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
�
午
前
11
時

か
ら
40
分
程
度
　
対
象
＝
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
17
日
�
・
30
日
�
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

●
で
っ
か
い
ち
び
っ
こ
写
真
展

１ ●
多
田
清
虹

せ
い
こ
う

「
美み

里さ
と

絵え

」
展

３ ●
美
術
を
学
ぶ
高
校
生
絵
画
展

１●
ベ
ト
ナ
ム
刺
繍
展
―
刺
繍
さ

れ
た
自
然
、
長
岡
大
花
火

４●
う
ぐ
い
す
の
会

絵
手
紙
交
流
会

２ ●
悠
友
会
ち
ぎ
り
絵
展

「
和
紙
で
描
く
花
」

２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
消
費
生
活
相
談

１●
多
重
債
務
相
談
強
化
月
間

２受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

フ
ロ
ア
で
は
大
画
面
ス
ク
リ
ー

●
長
岡
囲
碁
連
盟
　
文
部
科
学
大

臣
杯
全
国
少
年
少
女
囲
碁
大
会

県
大
会

３●
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
姉
妹
都
市
締
結
20
周
年
記
念

祭
第
２
弾
！

１

●
く
ら
し
の
講
座

〜
ゆ
っ
た
り
　
ゆ
っ
く
り
〜

「
初
め
て
の
ヨ
ー
ガ
教
室
」

３

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
信
濃
川
学
校
・
み
ん

な
の
川
展
〜
長
岡
市
内
の

「
川
の
体
験
活
動
」
展
〜

５

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

FAX
３９
・
２
７
１
５

●
折
り
紙
の
壁
面
作
品
展

「
夏
祭
り
」

４

●
未
来
市
民
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
７
（
無
料
）

２

イ
ベ
ン
ト
広
場（
地
下
）ほ
か

①
国
際
貢
献
体
験
談
〜
よ
う
こ
そ
！

タ
ン
ザ
ニ
ア
〜
（
無
料
）

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア

フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
し

た
体
験
を
話
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
・
28
日
�
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場

＝
中
央
公
民
館
４
０
１
教
室
　
内

容
＝
現
地
の
絵
や
服
、
写
真
な
ど

を
使
っ
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
食
生
活

や
文
化
、
教
育
な
ど
の
実
態
を
紹

●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

生
涯
学
習
相
談
室

†
38
・
6
5
5
2

介
　
講
師
＝
小
倉
則
男
さ
ん
　
対

象
＝
中
学
生
以
上
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

７
月
９
日
�
か
ら

②
夏
休
み
の
工
作
は
バ
ッ
チ
リ
！

手
作
り
竹
と
ん
ぼ
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
越
路
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

室
　
講
師
＝
高
野
邦
夫
さ
ん
　
対

象
＝
小
学
生
（
親
子
で
も
可
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物

＝
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
ま
た
は
小
刀

７
月
９
日
�
か
ら

夏
休
み
期
間
中
（
７
月
18
日
�

〜
９
月
２
日
�
）
は
休
ま
ず
開
館

し
ま
す
。

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
、
カ
ブ
ト
ム
シ

を
含
む
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
分
類
を
、

世
界
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
多
数

の
標
本
で
解
説
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
７
日
�
〜
11
月
25
日

�
（
夏
休
み
期
間
中
以
外
の
休
館

●１
ミ
ニ
企
画
展
「
ク
ワ
ガ
タ
と
カ

じ
ょ
う
か

ブ
ト
―
コ
ガ
ネ
ム
シ
上
科
の
分

類
―
」（
無
料
）

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

申 問 

申 問 

日
は
第
１
･
３
月
曜
日
、
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

会
場
＝
科
学
博

物
館
展
示
室

あ
ま
り
ょ
う
　
　

た
だ

●２
特
別
展
「
雨
龍
の
殿
様
牧
野
忠

き
よ精
資
料
展
」

「
雨
龍
の
殿
様
」
と
呼
ば
れ
た

長
岡
藩
九
代
藩
主
牧
野
忠
精
の
初

公
開
書
画
な
ど
か
ら
、
長
岡
ゆ
か

り
の
江
戸
時
代
武
家
文
化
の
魅
力

を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
〜
９
月
24
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
７
月

21
日
�
は
午
後
２
時
か
ら
）

休

館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

会
場
＝
郷
土
史
料
館

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０

円
（
団
体
割
引
あ
り
）

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
一
緒
に
、

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
前
６
時
〜

９
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
枡

形
山
　
集
合
＝
枡
形
山
自
然
公
園

駐
車
場
（
山
頂
下
の
管
理
棟
脇
）

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

●３
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

７
月
19

日
�
ま
で

●４
縄
文
時
代
の
石
器
を
つ
く
る
会

黒
曜
石
や
滑
石

か
っ
せ
き

で
矢
じ
り
や
勾ま

が

玉た
ま

を
つ
く
り
、
縄
文
時
代
の
技
術

や
文
化
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
藤
橋
歴
史
の

広
場
（
西
津
町
）

対
象
＝
小
学

生
以
上
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
＝
25
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
持

ち
物
＝
軍
手
、
使
い
古
し
た
タ
オ

ル
ま
た
は
雑
巾
、
昼
食
、
飲
み
物
　

７
月
10
日
�
〜
19
日
�

【
昆
虫
採
集
】

日
時
＝
７
月
28
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）

会
場
＝
東

山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
　
集
合
＝

同
会
場
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持

ち
物
＝
採
集
用
具

７
月
26
日

�
ま
で

【
標
本
づ
く
り
（
無
料
）】

前
日
に
採
集
し
た
昆
虫
を
標
本

に
し
ま
す
。

申 問 

●５
親
子
昆
虫
標
本
作
製
教
室

申 問 

申 問 

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
（
昆
虫
採
集
が
中
止
の
場
合

は
中
止
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室

草
花
あ
そ
び
、
植
物
観
察
、
標

本
づ
く
り
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）
会
場
＝

東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
　
集
合

＝
同
会
場
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝
小

･
中
学
生
の
親
子
　
参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
、
帽
子
、
雨
具
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
　

７
月
26
日
�
ま
で

藤
橋
歴
史
の
広
場
は
出
土
品
を

展
示
し
た
「
ふ
じ
は
し
歴
史
館
」

や
復
原
し
た
住
居
な
ど
が
あ
り
、

縄
文
時
代
の
く
ら
し
や
文
化
を
楽

し
く
学
習
で
き
ま
す
。
７
月
22
日

�
〜
８
月
31
日
	
は
、
休
ま
ず
開

館
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

所
在
地
＝
西
津
町
４
１
５
７
の
１

●７
夏
休
み
は
「
藤
橋
歴
史
の
広
場
」

へ
ど
う
ぞ
（
無
料
）

申 問 

●６
夏
休
み
親
子
植
物
教
室

開園時間＝午前９時30分～午後５時
入園料＝大人400円、小人80円
駐車料＝普通車310円、二輪車100円
７月の休園日＝２日�・９日�・17日�

公園ボランティア里山づくりの会が
園内の自然を案内します。
日時＝７月８日�午後０時30分～３時　
集合＝花と緑の館インフォメーション

日時＝７月８日�午前10時～午後４時

国土交通デーにちなみ、７月22日�
入園料が無料です（駐車料は有料）。

国営越後丘陵公園
□問越後公園管理センター†47・8001

●里山サンデーガイド「里山の動物
を探してみよう」（無料）

１

●ディスクゴルフ教室（無料）２

●入園無料日３

開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人400円、小・中・高校生50円、幼児無料

●カブト虫の飼い方教室
日時＝７月16日�午前10時から（抽選でオス・メスセット10組進呈）

雪国植物園�46・0030

▲まちなか花火ミュージアムナ
ビゲーターの（左から）島宗さん、
佐藤さん、田公さん

長岡花火のすべてが
わかる当館へどうぞ。
私たちがご案内します♪

●
子
育
て
相
談

５

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆

お
絵
か
き
タ
イ
ム

２

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

１

●
子
育
て
ミ
ニ
講
座

食
育
・
お
箸
を
持
た
せ
る

グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
！

３

ま
ち
な
か

花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
５
階
）

1
３９
・
２
８
０
４

●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

４

●
大
迫
力
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
花
火

が
登
場
！
（
無
料
）

▲20周年記念祭でのウェ
スタン・スタイルのファッ
ションショー（4月14日）
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中央公民館�32・0437 絞
り
を
入
れ
た
布
を
さ
わ
や
か

な
青
色
に
染
め
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

①
ア
イ
（
藍
）
の
生
葉

な
ま
ば

染
め
の

楽
し
み
方

日
時
＝
８
月
11
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

②
夏
休
み
親
子
園
芸
教
室

〜
ア
イ
（
藍
）
の
葉
を
使
っ
て

生
葉
染
め
を
し
よ
う
〜

日
時
＝
８
月
11
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
定
員
＝
親
子
15
組（
先

着
）

◇
　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も

会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

講
師
＝
島
峰
悦
子
緑
花
推
進
指
導

員
　
参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
　
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

７
月
11
日
�
〜
８
月

２
日
�
（
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
材
料
の
買
い
取
り
が
必
要
）

③
秋
ま
き
草
花
の
種
ま
き
と

育
て
方

花
い
っ
ぱ
い
の
春
を
迎
え
る
た

め
、
秋
に
種
を
ま
き
、
丈
夫
な
苗

を
育
て
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
８
月
25
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所
　
講
師

＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導
員

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
、５
０
０
円

７
月
25
日
�

〜
８
月
16
日
�
（
締
め
切
り
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
材
料
の
買
い
取
り

申 問 

申 問 

●
花
と
緑
の
教
室

公
園
緑
地
課
†
39
・
2
2
3
0

が
必
要
）

●１
●２
と
も
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
空
襲
で
身
内
を
亡
く
さ
れ

た
人
が
体
験
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室
　
参

加
料
＝
無
料

長
岡
戦
災
資
料

館
�
・
FAX
36
・
３
２
６
９

市
民
が
描
い
た
空
襲
の
体
験
画

や
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
影
・
経
歴

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
17
日
�
〜
28
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
市

●２
長
岡
空
襲
体
験
画
展

申 問 

●１
長
岡
空
襲
体
験
者
座
談
会

庶
務
課

†
39
・
2
2
0
3

民
セ
ン
タ
ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

庶
務
課
ま
た
は
長
岡
戦
災
資
料

館
�
36
・
３
２
６
９

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
・

曇
天
は
予
備
日
に
延
期
、
予
備
日

も
雨
天
・
曇
天
は
中
止
）。

日
時
＝
７
月
18
日
�
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分
（
予
備
日
…
７
月

28
日
�
、
時
間
は
同
じ
）

日
時
＝
８
月
７
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時
　
部
門
＝
小
学
１

〜
３
年
生
の
部
、
同
４
〜
６
年
生

●２
夏
休
み
将
棋
大
会
（
無
料
）

●１
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

申 問 

の
部
　

７
月
29
日
�
ま
で

日
時
＝
８
月
19
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
生
ま
た

は
そ
の
親
子
　
定
員
＝
20
人
（
先

着
）

持
ち
物
＝
チ
ラ
シ
５
枚
　

８
月
10
日
�
ま
で

日
時
＝
９
月
２
日
�
・
23
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象

＝
小
学
３
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は

そ
の
親
子
　
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

材
料
費
＝
粘
土
１
㎏
４
０
０
円
　

７
月
26
日
�
〜
８
月
10
日
�

①
初
め
て
の
囲
碁
（
無
料
）

碁
石
の
置
き
方
か
ら
学
び
ま
す
。

●５
夏
休
み
教
室

申 問 ●４
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

申 問 ●３
紙
飛
行
機
を
折
っ
て
飛
ば
し
て

み
よ
う
（
無
料
）

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

日
時
＝
７
月
28
日
〜
８
月
25
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
（
計
５
回
）

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

７
月

22
日
�
ま
で

②
ラ
タ
ン
（
籐と

う

）
工
芸

小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
10
日
�
・
17
日
�
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
３
年
生
〜
高
校
生
　
定
員
＝
20

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
（
当
日
に
）

７
月
29
日

�
ま
で

夏
休
み
の
利
用
案
内

期
間
＝
７
月
27
日
�
〜
８
月
31
日

�
（
月
曜
日
は
休
館
）

利
用
時

間
＝
科
学
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
　
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
…
午
前
11
時
・
午
後
１
時
30

分
・
３
時
20
分
（
夏
休
み
中
は
高

校
生
以
下
は
無
料
、
大
人
は
有
料
）

申 問 

申 問 

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未

満
の
人
で
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
時
＝
７
月
20
日
�
〜
９
月
28
日

�
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
８
月
３
日
を
除
く
計
10

回
）

会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
　
定
員
＝
25
人
（
先
着
）

受

講
料
＝
７
０
０
円
　
持
ち
物
＝
内

履
き

７

月
11
日
�
〜

19
日
�

申 問 

●
第
１
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と

市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
お
よ
び
市
立
劇
場
で
は
、

郵
送
に
よ
る
販
売
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学

４
年
生
〜
高
校
生
で
す
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

日
時
＝
７
月
11
日
�
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
＝
全
席

自
由
２
、５
０
０
円

出
演
＝
ヤ

ド
ラ
ン
カ
（
サ
ズ
ほ
か
）、
坂
田

美
子
（
薩
摩
琵
琶
）、
稲
葉
美

和（
筝
）

曲
目
＝
俳
句
、
予
感
、

昴
ほ
か

一
般
公
募
に
よ
り
結
成
し
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
で
す
。

日
時
＝
10
月
28
日
�
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料

金
＝
全
席
自
由
一
般
２
、０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

指
揮
＝
磯
部
省
吾
　
ソ
リ
ス
ト

＝
片
野
大
輔
　
管
弦
楽
＝
長
岡

フ
レ
ン
ド
リ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

曲
目
＝
ヘ
ン
デ
ル
／
組
曲
「
水
上

の
音
楽
」、
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
／
チ

ェ
ロ
協
奏
曲
ほ
か
　
チ
ケ
ッ
ト
発

売
日
＝
７
月
28
日
�
か
ら
　
青
少

年
招
待
＝
50
人
（

７
月
28
日
�

〜
８
月
28
日
�
必
着
）

日
時
＝
11
月
22
日
�
午
後
７
時
か

ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
料
金
＝

全
席
指
定
５
、８
０
０
円
　
指
揮
＝

ラ
リ
ー
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン

曲
目
＝

イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
、
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
ほ
か

チ
ケ

ッ
ト
発
売
日
＝
７
月
21
日
�

青

少
年
招
待
＝
１
０
０
人
（

７
月

21
日
�
〜
８
月
21
日
�
必
着
）

平
成
20
年
１
月
13
日
�
の
演
奏

会
を
目
指
す
講
習
会
で
す
。

期
日
＝
８
月
５
日
�
か
ら
（
計
15

回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
ス
タ
ジ
オ
ほ
か
　
講
師
＝
澤
ク

ヮ
ル
テ
ッ
ト
（
澤
和
樹
、
大
関
博

明
、
市
坪
俊
彦
、
林
俊
昭
）

対

象
＝
小
学
５
年
生
以
上
の
経
験
者

受
講
料
＝
３
０
、０
０
０
円
（
別
途

楽
譜
代
な
ど
）

曲
目
＝
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
／
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
ホ

長
調
Op.
22
ほ
か

７
月
10
日
�

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で

申 問 

申 問 

申 問 

全
国
の
若
手
声
楽
家
を
育
成
す

る
事
業
で
す
。

出
演
者
を
全
国
か
ら
公
募
。
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
合
格
者
は
、
中

澤
氏
が
指
導
す
る
公
開
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
、
演
奏
会
に
出
演
し
ま
す
。

◇
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
非
公
開
）

期
日
＝
９
月
15
日
�

◇
合
格
者
公
開
レ
ッ
ス
ン

期
日
＝
９
月
16
日
�

◇
演
奏
会

期
日
＝
10
月
６
日
�

会
場
＝
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
　
応
募
資
格
＝
18
〜
40
歳
（
８

月
６
日
現
在
）

選
考
曲
目
＝
日

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
†

２９
・
7
7
1
5

●
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ
vol.6

ヤ
ド
ラ
ン
カ
〜
世
界
遺
産
の
旅
〜

１●
市
民
企
画
公
募
型
事
業

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ジ
ュ
ニ
ア
・
社
会
人
に
よ

る
熱
中
と
感
動
の
饗
宴
〜

２

●
リ
リ
ッ
ク
弦
楽
合
奏
講
習
会

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ
ッ
ク
」

受
講
生
募
集

４

●
リ
リ
ッ
ク
”響
き
“シ
リ
ー
ズ

中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
響
き
合
う
歌
声
」
出
演
者
募
集

５

▲中澤桂

本
歌
曲
か
ら
任
意
の
３
曲
　
審

査
員
＝
中
澤
桂
（
声
楽
家
）、大

川
隆
子
（
声
楽
家
）
、
腰
塚
賢

二
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
料

＝
５
、０
０
０
円
　

８
月
６
日

�
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で

震
災
か
ら
の
復
興
を
テ
ー
マ

に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演

す
る
踊
り
手
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日
時
＝
９
月
８
日
�
、
10

月
29
日
�
午
後
７
時
〜
９
時

公
演
日
時
＝
10
月
31
日
�
、
11

月
１
日
�
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
　
内
容
＝

長
岡
甚
句
を
踊
る
（
約
10
分
間
）

対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上
で
長

岡
甚
句
を
踊
れ
る
人
　
定
員
＝

各
公
演
20
人
（
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
ち
物
＝
浴
衣
　

７

月
20
日
�
〜
８
月
17
日
�
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
で

申 問 

申 問 

充実した人生を過ごしている人のパネルディス
カッションもあります。
日時＝７月21日�午後２時～５時　会場＝中央図
書館２階講堂　講師＝実践女子短期大学教授・薗

その

だ せき や

田碩哉さん　定員＝100人（先着） ７月19日�
まで

今回のツアーは「長岡・栃尾方面」。夏休みの
一日を親子で楽しみませんか。
世界のカブトムシ標本の観賞やさまざまな歯車
を使ったからくり人形の秘密、ジャンボあぶらげ
工場の見学など未体験ゾーンがたくさん。
日時＝７月28日�午前９時～午後４時　集合＝中
央公民館に９時　コース＝科学博物館→長岡歯車
資料館→栃尾杜々の森名水公園→秋葉公園→ジャ
ンボあぶらげ工場　対象＝小学生の親子　定員＝
25組（先着） 持ち物＝昼食、飲み物、敷物、雨
具、動きやすい服装　 ７月９日�から

ポーセラーツで自分だけのマグカップとお皿を。
日時＝８月８日�午前９時30分～正午　会場＝中
央公民館　講師＝ポーセラーツインストラクタ
ー・吉原晶子さん　対象＝小学生の親子　定員＝
25組（先着） 参加料＝親子で1,500円（マグカッ
プとお皿） 持ち物＝水入れ、ティッシュ、手拭
き　 ７月19日�から

古代文明に始まる文字の歴史や、コンピュータ
上での文字表現など、文字の多様性と創意工夫を
学びます。
日時＝８月６日�～９日�午後６時30分～８時
会場＝中央公民館　講師＝長岡技術科学大学教
授・三上喜貴さんほか　定員＝20人（先着） 受
講料＝2,000円　 電話で申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

みなさんの芸術・文化活動
を応援します！
●平成19年度下期市民芸術
文化活動助成事業募集

地域に根ざした、市民の自主
的な芸術文化活動に経費の一部
を助成します（選考あり）。
対象＝平成19年10月１日�～平

成20年３月31日�に実施
する事業

７月31日�必着

●平成20年度市民企画公募型
事業募集

市民が自主的に企画した事業
を、財団の自主事業として実施
します（選考あり）。
対象＝平成20年度に実施または

着手する事業
９月30日�必着申 問 

申 問 

●
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

３

●
市
民
企
画
公
募
型
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ユ
イ
ナ
シ
ビ

ト
」
出
演
者
募
集
（
無
料
）

６

●講演会「人生を楽しく生きるためには」
（無料）
１

●親も育つ子育てセミナー「親子ふれあいコース」３

●ながおか市民大学
世界の文字あれこれ

４

●熱中！感動！夢づくり教育「ふるさと大好
き！親子ながおか探訪ツアー」（無料）

２

▲インストラク
ターの吉原さん

ポーセラ
ーツという
のは、シー
ル感覚の転
写紙や絵の
具などを使い、白いお皿など
に絵付けをするものです。
世界にひとつだけのマグカ
ップやお皿が、簡単に、しか
もプロのような作品に仕上が
りますよ！

昭和20年の長岡空襲から62年目。改めて平和の尊さを考えましょう。
日時＝８月１日�午後１時30分～４時　会場＝リリックホール・シアター　内容＝
歌と映像による平和トーク　講師＝ジャズシンガー・個人福祉活動家・柳澤愼一さ
ん、画家・土田邦彦さん　定員＝450人（先着） ７月９日�～25日�に、はが
きまたは電話で〒940－8501（住所記入不要）庶務課�39・2203へ

申 問 

ながおか平和フォーラム（無料）

▲土田さん ▲柳澤さん
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日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
定
員
＝
20
人
（
先

着
）

会
費
＝
３
カ
月
６
、０
０
０

円
（
別
途
施
設
利
用
料
１
回
３
０

０
円
、
年
間
利
用
券
あ
り
）

随
時真

夏
の
日
本
海
で
カ
ヌ
ー
を
楽

し
も
う
！

日
時
＝
８
月
４
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
　
会
場
＝
寺
泊
松
沢
町
海
岸

（
寺
泊
水
族
博
物
館
バ
ス
停
近
く
）

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上
の
親
子

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
５
０
０
円
　
持

ち
物
＝
水
着
な
ど

の
ぬ
れ
て
も
い
い

服
装
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
水
中
メ

ガ
ネ

７
月
９

日
�
〜
31
日
�
ま

で
に
教
育
委
員
会

寺
泊
分
室
�
75
・

５
１
５
５
、
FAX
75

・
３
１
０
９
へ

申 問 

申 問 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

を
下
げ
る
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

日
時
＝
８
月
７
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
保
健
師
・

栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習
、
運
動

実
技
な
ど
　
対
象
＝
64
歳
以
下

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

参
加
料
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

国
体
推
進
室
†
32
・
6
1
0
9

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

†
36
・
7
2
0
0

●
国
体
の
長
岡
開
催
種
目
チ
ビ
ッ
コ

体
験
教
室
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ヌ
ー

２
０
０
７
in
寺
泊

■悠久山プール�35・6368、希望が丘プール�28・1775
期間＝７月７日�～９月９日�（無休）

注意事項…プール内では、潜水用具や大きさ１メートル
以上の浮き具などは、ほかの人の迷惑になったり危
険を及ぼしたりするため使用できません。７月８日
・25日・26日・27日、８月８日・17日・25日・29日
は水泳大会のため、悠久山プール（屋内温水プール
も）の一般開放を休みます。悠久山屋外プールのナ
イター営業は、天候などにより、時間を変更するこ
とがあります

■和島Ｂ＆Ｇ海洋センタープール�74・2257
期間＝７月１日�～９月９日� 所在地＝島崎5402

料金＝高校生以上100円、小・中学生50円、小学生未満無
料　※小学３年生以下は保護者同伴

※７月１日は午後１時からの開館です

■小国プール（小国支所地域振興課�95・5911）
期間＝７月26日�～８月26日� 所在地＝小国町新町177

の１　料金＝無料　※小学３年生以下は保護者同伴

■越路Ｂ＆Ｇ海洋センタープール�92・4594
期間＝９月９日�まで（月曜日休館） 所在地＝不動沢
2281 ※小学３年生以下は保護者同伴。また、中学生以下
の夜間使用には引率者が必要

＝
５
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

持
ち
物
＝
基
本
健
診
の
結
果
、
エ

プ
ロ
ン
、
持
っ
て
い
る
人
は
健
康

手
帳
、
運
動
し
や
す
い
服
装

７
月
31
日
�
ま
で

栄
養
士
と
保
健
師
が
、
健
診
の

結
果
や
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
・

改
善
す
る
食
事
な
ど
の
相
談
に
個

別
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
７
月
11
日
�
午
後
１
時
15

分
〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
　
定
員
＝
４
人
（
先
着
）

持

ち
物
＝
持
っ
て
い
る
人
は
健
康
手

帳
　

７
月
10
日
�
ま
で

申 問 

申 問 

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

（財）長岡市体育協会（市民体育館内）
�34・2130と加盟団体の催し

日時＝７月14日�～16日�の午前
10時～11時30分　会場＝悠久山屋
外飛込プール　対象＝小学生～一
般　参加料＝無料（施設利用料別）
�長岡市体育協会へ

日時＝８月５日�午前９時～午後
４時　会場＝厚生会館脇ナイキコ
ート　種目＝中学生の部、一般の
部　定員＝各16チーム（先着）
参加料＝１チーム500円（当日に）
７月29日�まで長岡市バスケッ

トボール協会・野口さん�・FAX35
・7717へ

開会式＝８月５日�午後７時から
（試合は以降の日曜・祝日、お盆を
除き終了まで実施） 会場＝北・
関原・宮内・大島中学校グラウン
ド　種目＝男子の部、女子の部、
スローピッチの部（いずれも高校
生を除く15歳以上、市内に居住ま
たは通勤・通学する人） 参加料
＝１チーム6,000円 ７月20日	
までに参加料を添えて�長岡市体
育協会へ　抽選会＝７月27日	午
後７時から市民体育館で

日時＝８月７日�・９日�・21日
�・28日�午後７時45分～９時15

分　会場＝南部体育館グリーンフ
ロア　参加料＝2,500円（当日に）
�長岡市体育協会へ

日時＝８月７日～28日の火・金曜
日午後７時～９時（計５回） 会
場＝希望が丘テニス場　定員＝45

人（抽選） 参加料＝4,000円（当
日に） ７月20日	までに往復申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

岡市体育協会へ
■社会人バスケットボール大会
日時＝８月23日�～25日�午後６
時30分から、26日�午前９時から
会場＝市民体育館　参加料＝１チ
ーム3,500円　 ８月３日	までに参
加料を添えて�長岡市体育協会へ
【観覧者募集】
すべて無料。直接会場へどうぞ。
●小学生サッカー大会観覧
日時＝８月４日�・５日�午前８
時45分から　会場＝第２スポーツ
広場ほか
●弓道大会観覧
日時＝７月29日�午前９時から
会場＝市民体育館弓道場
●柔道大会観覧
日時＝８月５日�午前９時30分か
ら　会場＝市民体育館
●河井継之助記念
蒼龍旗争奪剣道大会観覧

日時＝８月19日�午前８時30分か
ら　会場＝市民体育館

申 問 

はがきに住所、氏名、電話番号、
経験年数、返信用あて名を記入し、
〒940－0097山田１の４の14棚橋義
孝さんへ

日時＝８月12日�午前９時～午後
３時　会場＝悠久山屋外飛込プー
ル 内容＝①５ｍ②7.5ｍ③10ｍ（足
から可） 対象＝小・中学生　参
加料＝無料（施設利用料別）

期日＝８月12日～９月24日の日曜・
祝日　会場＝河川公園ほか　種目
＝一般の部、壮年の部（40歳以上
および女子） 参加料＝１チーム
5,000円 ７月20日	までに参加
料を添えて�長岡市体育協会へ
抽選会＝７月30日�午後６時30分
から市民体育館小アリーナで

期日＝８月25日� 会場＝悠久山
プール　参加資格＝市内に居住ま
たは通勤・通学する小学生～一般
参加料＝500円（当日に） ８月
７日�までに各体育館、プールに
ある申込書に記入し、〒940－0046

四郎丸１の７の20スポーツ吉岡内
長岡市水泳協会事務局へ郵送（個
人参加のみFAX33・8812で可）

【参加者募集】
詳しくは要項をご覧ください。

■駅伝競走大会
日時＝７月31日�午後６時スター
ト　会場＝市営陸上競技場および
信濃川河川堤防マラソンコース
参加料＝１チーム2,000円 ７月
19日�までに参加料を添えて�長
岡市体育協会へ
■相撲大会（無料）
日時＝８月９日�午後０時30分か
ら 会場＝悠久山相撲場　 �長申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

●ナイターソフトボール大会3

●市民テニス教室（８月コース）5

●初心者ダイビング（飛込）教室1

●長岡まつり協賛体育事業9

●市民体育祭水泳大会8

●市民体育祭軟式野球大会7

●初心者アーチェリー教室4

●初心者「キッズ飛込チャレン
ジ大会」
6

市民のス
ポーツ場面
を撮影した
ものなら、
どんなもの
でもＯＫ。
国体の長岡
市開催種目やマスコット・トッキ
ッキとのふれあい写真を対象にし
た特別賞を設けました。
応募サイズ＝２Ｌサイズ～４ツ切
ワイドサイズのプリント（カラー・
モノクロどちらでも可。１人５点
以内） 賞＝大賞１点５万円、奨
励賞５点１万円、佳作数点記念品、
国体特別賞（トキめき賞）１点３
万円、トッキッキ賞２点１万円
応募＝11月30日	まで（必着）に
�長岡市体育協会へ

●「トキめき新潟国体の特別賞」
を新設！いきいきスポーツ写真
コンテスト作品募集

10

●水泳教室などで使用できない場合があります。
●次のプールではスイミングキャップを必ずかぶり
ましょう…悠久山屋内温水プール、和島Ｂ＆Ｇ海
洋センタープール、小国プール、越路Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール

時　　間 
午前９時～正午 
午後１時～５時 
午後７時～９時 

○ 
（７/25～８/31） ○ 

○ ○ 

平　日 土・日曜日、祝日 

悠久山屋内温水 
プール 

期間 

悠久山屋外プール 希望が丘プール 

期間 
７/７～13 
８/１～３ 
８/13 
８/27～ 
　　　９/９ 

７/７～20 
８/１～３ 
８/13 
８/21～ 
　　　９/９ 

７/21～31 
８/４～12 
８/14～20

７/14～31 
８/４～12 
８/14～26

午 前９時
30分～午
後５時 

午前９時30
分～午後８
時30分 
８/１～３、
13は午後５
時まで 

７/７ 
～ 
９/９ 午前９時30

分～午後８
時30分 
（ナイター
営業） 

午 前 ９時
30分～午
後５時 

午 前９時
30分～午
後６時30
分 

時間 時間 期間 時間 

（　　　　　　　　） 

料金区分 

大　人 
高齢者（65歳以上） 
障害者・介助者 
高校生 

個　人 
１日（１回） 

300円 

150円  50円  30円 

100円  50円 

400円 200円 100円 
２時間まで １時間超ごとに 

団　体（20人以上） 

中学生以下 
（３歳以下は無料） 

時　　間 
午前９時～11時45分 
午後１時30分～４時20分 ○ 

使用できません 
○ 
○ 

平　日 土・日曜日 

時　間 平　日 土曜日 
料金（３歳以下無料） 
中学生以下 

  50円 100円 

  50円 100円 

100円 210円 

高校生以上 
日曜日 
祝日 

午前９時 
～正午 
午後１時 
～５時 
午後６時 
～９時 

使用でき
ません 

○ 
(7/24～31と８月のみ)

○ 
（７・８月のみ） 

○ 
（中学生以下無料)

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

夏到来！プールで遊ぼう！

「受動喫煙防止」に取り組んでいます
□問健康課†32・5000

「受動喫煙」とは、たばこを吸わない人が、自分の意思とは
関係なくたばこの煙を吸い込むこと。たばこを吸う人が直接吸
い込む煙よりも、周りにいる人が吸い込む煙の方が、有害物質
が高濃度で含まれています。
市は、市有施設の受動喫煙防止対策のため、市役所内に長岡

市受動喫煙防止対策調整会議を設置し、「平成18年度末までに
全施設で全面禁煙」を目標に取り組んできました。
平成19年５月現在で85％（341施設）が実施済み。残りの施

設も順次、禁煙・完全分煙にしていきます。
みなさんの家庭や職場、地域でも、受動喫煙の危険性につい
て話し合ってみてください。

きっぴー*からお願い
たばこを吸った後の吐く息の中には、たばこ
の煙と同じ有害な成分が含まれているの。
例えば、喫煙後に赤ちゃんを抱っこしてお話
をすると、赤ちゃんは受動喫煙と同じ状態にな
っちゃうんだよ。だからみんな注意してね。

＊トキめき新潟国体のマスコットキャラクター
「トッキッキ」のきっぴー

●ストリートバスケ３on３大会2

▲18年大賞作品「気力戦」
片桐大輝さん（埼玉県所沢市）
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妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
８
月
11
日
�
午
後
１
時
45

分
〜
３
時
45
分
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助

産
師
・
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
　
定
員
＝

35
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

７
月
11
日
�
か
ら

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
よ
っ
て
発
症
し
、
脳
に
後
遺

症
を
残
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

も
に
ブ
タ
か
ら
蚊
を
介
し
て
人
に

感
染
し
ま
す
。

年
間
発
病
者
は
10
人
程
度
で
主

に
中
高
齢
者
で
す
が
、
平
成
18
年

に
熊
本
県
で
幼
児
の
発
生
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
現
在
、

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
と
い
う
副

反
応
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
積
極

的
に
お
す
す
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

定
期
接
種
対
象
者
（
１
期
…
３

歳
〜
７
歳
６
カ
月
未
満
で
３
回
、

２
期
…
９
歳
〜
13
歳
未
満
で
１
回
）

で
、
保
護
者
が
予
防
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
医
師
か
ら
副
反
応
な

ど
の
説
明
を
受
け
同
意
し
た
上
で
、

申 問 

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
住
む

既
存
の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

で
、
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月

31
日
に
一
定
の
工
事
を
し
た
場
合
、

そ
の
住
宅
に
か
か
る
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
告
が
必
要
で
す
。

資
産
税
課
�
39
・
２
２
１
３
、

中
之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾
支

所
は
税
務
課
、
三
島
・
山
古
志
・

小
国
・
和
島
・
与
板
支
所
は
市
民

生
活
課

「
裁
判
員
制
度
」
は
、
国
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
裁

判
員
と
な
り
、
３
人
の
裁
判
官
と

一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に

す
る
か
を
決
め
る
制
度
で
す
。

現
在
、
こ
の
制
度
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
裁
判
所
�
０
２
５
・

２
２
２
・
４
１
７
５
、
新
潟
地
方

検
察
庁
�
０
２
５
・
２
２
２
・
１

５
２
４
、
新
潟
県
弁
護
士
会
�
０

２
５
・
２
２
２
・
３
７
６
５
（
制

申 問 申 問 

度
解
説
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

saibanin.courts.go.jp/

も
ど
う
ぞ
）

担
当
＝
庶
務
課
�
39
・
２
２
０
３

平
成
20
年
度
に
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
民
間
の

建
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に

補
助
し
ま
す
（
多
数
の
場
合
は
選
考
）。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の
①
対
象
建
築
物
の
延
べ
面
積

が
１
、０
０
０
㎡
以
上
②
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
築
物
③
露
出
し
て

施
工
さ
れ
て
い
る
吹
き
付
け
建
材

で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
質
量
比
０
・

１
％
を
超
え
て
い
る
④
同
様
の
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

７
月
９
日
�
〜
８
月
31
日
�
に

都
市
開
発
課
（
城
内
町
分
室
）
�

39
・
２
２
２
６
へ

河
川
や
海
岸
は
、
私
た
ち
の
く

ら
し
に
潤
い
や
、
や
す
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
貴
重
な
共
有
財
産
。

い
つ
ま
で
も
安
全
で
快
適
な
空
間

と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
河
川

環
境
の
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

河
川
課
�
39
・

２
２
３
３

申 問 申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

長岡まつり大花火大会のお知らせ（8月2日・3日）
□問長岡まつり協議会事務局�39・2221 ホームページhttp://nagaokamatsuri.com/

今年から花火鑑賞のお客様の安全を優先し、期日指定
のチケットを、観覧場所指定で販売します。
◇観覧場所の種類（それぞれ２日・３日を選ぶ）
◯Ａ信濃川右岸観覧席（長岡駅側大手大橋～長生橋）
◯Ｂ信濃川左岸観覧席（陸上競技場側大手大橋～長生橋）
◯Ｃフェニックス観覧席（信濃川右岸運動公園ソフトボー
ル場）

販売期間＝７月31日�まで（満席になり次第終了） 販売
場所＝島津レコード本店、大和長岡店、市立劇場、リリック
ホール、長岡観光・コンベンション協会、ローソンチケット
（Lコード：30084①店舗内のロッピーで直接購入、②電話
予約…オペレーター�0570・000・777、自動�0570・084・
003③インターネット予約…http://www2.lawsonticket.com/）
※金融機関、市民センター、市役所などでは、販売してません。
料金＝１枚1,500円（１枚で１人入場可。小学生未満の子
どもは無料）

子
ど
も
家
庭
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
39
・
2
3
0
0

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

●
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
を
し
た
場
合
、
申
告
す
る
と

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

●
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
「
裁
判

員
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
！

●
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
費
用
の

最
大
３
分
の
２
を
補
助

●
７
月
は
河
川
・
海
岸
愛
護
月
間

〜
河
川
や
海
岸
を
大
切
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
〜

健
康
な
人
で
も
い
つ
病
気
や

ケ
ガ
を
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

そ
ん
な
と
き
に
備
え
て
、
み
な

さ
ん
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、

か
か
っ
た
医
療
費
に
充
て
る
制

度
で
す
。

国
民
の
誰
も
が
い
ず
れ
か
の

医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
会
社
を
退
職
し

て
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
ご
自

分
で
早
め
に
国
保
に
加
入
す
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

ん
へ

●
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

８
月
か
ら
の
新
し
い
保
険
証

を
７
月
下
旬
に
配
達
記
録
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。
氏
名
、
住
所

な
ど
を
確
認
の
上
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

平
成
19
年
度
の
保
険
料
は
、

７
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

老
人
保
健
の
お
知
ら
せ

毎
年
、
前
年
の
所
得
状
況
に

よ
り
８
月
１
日
か
ら
の
一
部
負

担
金
割
合
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
部
負
担
金
の

割
合
が
変
わ
る
人
に
は
、
新
し

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い
の
制
度

□問
国
保
医
療
課
†
３９
・
2
2
2
0

い
医
療
受
給
者
証
を
７
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

入
院
な
ど
で
医
療
費
な
ど
が
高

額
に
な
っ
た
と
き

●
医
療
費

70
歳
未
満
の
人
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の

窓
口
で
提
示
す
る
と
、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
の
負
担
で
済
み

ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
先
＝
国
保
医
療
課
、
各
支

所
市
民
生
活
課
　

持
ち
物
＝
保
険
証

●
入
院
中
の
食
事
代

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

１
食
当
た
り
２
６
０
円

→

２
１
０
円

「
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
長
期
間
の
入
院
な
ど
の
場
合

は
、
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
先
＝
国
保
医
療
課
、
各
支

所
市
民
生
活
課
　

持
ち
物
＝
保
険
証
、
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証

●
限
度
額
適
用
認
定
証
や
減
額

認
定
証
が
す
で
に
交
付
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
８
月
か
ら

の
新
し
い
認
定
証
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

長岡大橋 

● 
長岡赤十字病院 

ジャスコ 
● 

リバーサイド千秋 
● 

大手大橋 

長生橋 

信
濃
川 

長
岡
駅 

保険料額や納付方法を確認してください。
なお、納付方法などが年度の途中で変更になる人には、

事前にお知らせします。
介護保険課�39・2245申 問 

●65歳以上の人の19年度分介護保険料の決定
通知書（確定賦課）を7月中旬に郵送します

●協賛チケット（有料自由席券）を販売します１

フェニックス花火はこれまで、見るものに感動と勇気
を与えてくれました。今年もご支援・ご協力をお願いし
ます。
詳しくは、市政だよりと一緒に配布した「フェニック
ス花火協賛金募集」のチラシをご覧ください。
※昨年までみなさんから協賛いただいた市民花火は、市
制100周年の100連発を区切りとし終了します。今年から
は「フェニックス」を市民花火として打ち上げます。

①シャトルバスを運行します
経路＝国営越後丘陵公園の臨時
駐車場～西長岡はなみずき団地
内（大島本町２・３、会場まで
徒歩約15分）
料金＝無料（別途、駐車場利用
料１台1,500円が必要）
※大島・希望が丘・日越地区の一部で交通規制します。
ご協力をお願いします。
②自転車でお出かけの人へ～無料駐輪場のご案内～
場所＝太子公園（日赤町１）、緑町児童遊園（緑町１）

花火大会の翌日に実施します。近隣町内のみなさんに
は、朝早くからご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願
いします。

●無料シャトルバス・駐輪場をご利用ください３

●早朝清掃にご理解を４

熱意あふれる13事業に決定！～市民活動団体助成事業～ 市民センター139・2763申 問 

・『長岡★堀口大學を語る会』
（講演会の開催や冊子の発行）

・長岡おやこ劇場
（子どもの運営参加による公演の開催と交流会）

・杜のコンサート実行委員会
（地域活性を目的にコンサートなどを開催）

・花華プロジェクト応援団
（園芸福祉活動を通じての地域交流）

・母乳育児支援サークル「ほ乳っこクラブ」
（育児や出産の知識の普及を目指す講座の開催）

・特定非営利活動法人女のスペース・ながおか
（メンタルヘルスケアのホットライン開設など）

・長岡民話の会
・長岡老いを考える会
（高齢者が生き生きと暮らすための講座の開催）

・長岡ピースコンサート事務局
・小国山野草会
（工芸品製作を通じての都市と農村との交流）

・長岡子育てライン「三尺玉ネット」
（子育て中の親子と若者との交流など）

・東山油田（史跡・産業遺産）保存会
（写真展の開催や図録の刊行など）

・先天性四肢障害児父母の会新潟支部
（手に障害がある子のリコーダー改良相談の開催など）

●「はじめの一歩」支援（５団体）１

●「もっと！パワーアップ」支援（８団体）２

はなはな

●みんなであげよう！復興祈願花火「フェニックス」２

民話を語り継ぎ、民話の持つやさしさや面白さ、
勇気などを多くの人たちに伝えたいですね。
８月25日g～27日bに市民センターで「長岡民
話百物語」を開きます。ぜひお越しください。

長岡民話の会会長・青柳さん

｢環境｣について考えるきっかけをと、会場を
電球ではなくろうそくの灯りでライトアップす
るイベントを企画しました。合言葉は「電気を
消してスローな夜を｣。小国芸術村などを会場に、
年３回程度開催します。
長岡ピースコンサート事務局事務局長・猪俣さん

今
年
度
の
公
開
審
査
会
が
６
月

10
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

13
団
体
の
事
業
に
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
の
あ
っ
た
25
団
体
の
う
ち

書
類
審
査
を
通
過
し
た
18
団
体
が
、

公
開
審
査
会
で
事
業
の
目
的
や
効

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
活
動

を
始
め
る
団
体
や
活
動
が
３
年
未

満
の
団
体
を
対
象
に
し
た
「
は
じ

め
の
一
歩
」
支
援
（
助
成
額
20
万

円
以
内
）
に
５
団
体
、
活
動
実
績

が
３
年
以
上
の
団
体
を
対
象
に
し

た
「
も
っ
と
！
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」

支
援
（
助

成
額
30
万

円
以
内
）

に
８
団
体

の
事
業
が

選
ば
れ
ま

し
た
。
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全
国
や
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

４
７
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
福

岡
県
在
住
の
内
野
隆
さ
ん
の
作
品

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
両
手
で
や
さ

し
く
包
み
込
ん
で
守
る
」
で
、
防

災
・
安
全
の
発
展
普
及
へ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
�

36
・
８
１
４
１

花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
注
意
書
や
使
用
方
法
を
守
る
。

②
水
を
用
意
し
、
残
り
火
を
完
全

に
消
す
。

③
風
の
強
い
時
は
遊
ば
な
い
。

④
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば

な
い
。

⑤
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

を
つ
け
た
り
、
花
火
を
ほ
ぐ
し

た
り
し
な
い
。

⑦
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
の

申 問 

中
を
の
ぞ
か
な
い
。

消
防
本
部
予
防
課
�
35
・
２
１

９
０直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
11
日
�
午
後
１
時
30

分
か
ら
　
会
場
＝
新
産
管
理
セ
ン

タ
ー
　
内
容
＝
講
演
、
車
両
の
展

示
・
試
乗
　
講
師
＝
�
運
輸
低
公

害
車
普
及
機
構
の
職
員
な
ど
　
対

象
＝
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運

送
事
業
者
お
よ
び
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
に
関

心
の
あ
る
人
　
定
員
＝
１
０
０
人

（
先
着
）

環
境
政
策
課
�
24

・
０
５
２
８

夏
は
、
ス
イ
カ
な
ど
水
分
を
多

く
含
ん
だ
生
ご
み
が
多
く
な
り
ま

す
。水

の
切
れ
て
い
な
い
生
ご
み
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
臭
の
原

因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
が
ご

み
収
集
車
か
ら
こ
ぼ
れ
て
道
路
を

汚
し
、
付
近
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

生
ご
み
は
、
絞
っ
た
り
乾
か
し

た
り
し
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に

生
ご
み
処
理
機
や
た
い
肥
化
容
器

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

購
入
金
額
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市

の
指
定
取
扱
店
か
ら
生
ご
み
処
理

申 問 

申 問 

機
器
を
購
入
し
て
自
宅
で
使
用
す

る
人
（
取
扱
店
は
店
頭
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）

補
助
率
と
額
＝

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
、
電
動

生
ご
み
処
理
機
は
上
限
３
０
、０
０

０
円
、
た
い
肥
化
容
器
は
上
限
３
、

０
０
０
円

指
定
取
扱
店
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
し
て
〒
９
４
０

―
０
０
１
５
寿
３
の
６
の
１
環
境

業
務
課
�
24
・
２
８
３
７
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
。
各
支
所
の
市
民
生

申 問 

活
課
（
栃
尾
支
所
は
環
境
衛
生
課
）

で
も
受
け
付
け
ま
す

【
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
】

①
犬
を
新
し
く
飼
う
と
き
は
、
必

ず
登
録
す
る
。

②
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
受
け
る
。

③
一
度
飼
っ
た
犬
は
絶
対
に
捨
て

な
い
。

④
む
や
み
に
吠
え
た
り
、
人
に
か

み
つ
い
た
り
し
な
い
よ
う
綱
や

鎖
で
つ
な
い
で
飼
う
。

⑤
散
歩
の
時
は
、
ふ
ん
・
尿
で
道

路
や
民
家
の
塀
、
庭
を
汚
し
て

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、
責
任

を
持
っ
て
後
始
末
を
す
る
。

【
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
】

①
猫
を
飼
う
と
き
は
、
周
囲
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
自

宅
で
用
便
を
す
る
よ
う
し
つ
け

る
。

②
捨
て
猫
は
絶
対
に
し
な
い
。

③
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
に
は
、

避
妊
や
去
勢
を
し
て
野
良
猫
を

増
や
さ
な
い
。

④
自
分
の
飼

っ
て
い
る

猫
の
消
息

が
把
握
で

き
る
よ
う
、

連
絡
先
を
書
い
た
首
輪
な
ど
の

目
印
を
付
け
る
。

◎
最
近
、
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え

て
い
る
人
が
い
て
困
る
と
い
う
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
エ
サ
を
与

え
る
こ
と
は
猫
の
飼
い
主
に
な
る

こ
と
で
す
。
責
任
を
持
っ
て
、
近

所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
飼

い
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
場
合
、
３

万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

環
境
業
務
課
�
24
・
２
８
３
７

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
（
農

薬
の
残
留
す
る
食
品
の
販
売
な
ど

を
原
則
禁
止
す
る
制
度
）
が
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
田
や

畑
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
農
薬
を
使

用
す
る
と
き
は
、
農
薬
の
ラ
ベ
ル

の
記
載
事
項
を
確
認
の
上
、
周
辺

作
物
へ
の
飛
散
防
止
の
徹
底
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
あ
ぜ
や
農
道
な
ど
の
除

草
は
、
機
械
除
草
や
必
要
最
小
限

の
除
草
剤
の
使
用
に
と
ど
め
、
安

心
・
安
全
な
農
作
物
の
生
産
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

農
政
課
�
39
・
２
２
２
３

申 問 申 問 

23 市政だより　2007.7 22市政だより　2007.7

長岡市役所 〒９４０－８５０１ 幸町2の1の1 135・1122

●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
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催
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手
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長岡市長選挙の投票日は11月11日（日）です
平成19年11月20日に任期満了となる長岡市長選挙の選挙期日が、

６月11日に開催された選挙管理委員会で次のとおり決まりました。
告示日＝11月４日� 投票日＝11月11日�
投票について詳しくは、市政だより10月号でお知らせします。

●
（社）
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

●
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
導
入
促
進

「
環
境
に
や
さ
し
い
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
セ

ミ
ナ
ー
in
長
岡
」（
無
料
）

●
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

●
夏
の
生
ご
み
対
策
は
水
き
り
と

生
ご
み
処
理
機
器
の
活
用
で

●
犬
・
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん

マ
ナ
ー
は
し
っ
か
り
守
っ
て
く

だ
さ
い

●
農
薬
を
使
用
す
る
み
な
さ
ん
へ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
生
の
し
く
み
は
下
図
の

と
お
り
で
す
。
自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
物
質
が
、
太
陽
の
強
い
紫
外
線
を
受

け
る
と
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
「
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
物
質
に
な
り
ま
す
。

こ
の
物
質
が
、
空
中
に
た
ま
り
、
白
く
も
や
が

か
か
っ
た
よ
う
な
状
態
が
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」

で
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
は
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
、
気
温
が
高
く
、
日
差
し
が
強
い

日
に
高
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
①
　
注
意
報
は
ど
ん
な
と
き
に
？

大
気
中
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
０
・
１
２

ｐ
ｐ
ｍ
以
上
に
な
る
と
、
県
が
注
意
報
を
発
令

し
ま
す
。

Ｑ
②
　
注
意
報
が
出
た
。
さ
あ
ど
う
す
れ
ば
？

○
屋
外
で
の
運
動
は
避
け
る

○
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
小
中
学
生
、
病
弱
な
人

は
屋
外
に
出
な
い

Ｑ
③
　
ど
ん
な
症
状
が
？

対
処
方
法
は
？

○
目
の
症
状
…
痛
む
、
か
ゆ
い
、
チ
カ
チ
カ
す

る
、
充
血
、
涙
が
出
る
な
ど

↓
目
を
水
道
水
で
洗
う

○
の
ど
の
症
状
…
痛
む
、
い
が
ら
っ
ぽ
い
、
せ

き
が
出
る
な
ど

↓
う
が
い
を
す
る

※
屋
内
で
安
静
に
し
、
そ
れ
で
も
良
く
な
ら
な

い
と
き
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
被
害
の
問
い
合
わ
せ
や
報
告
は
、
健
康

課
�
32
・
５
０
０
０
へ

Ｑ
④
　
私
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み
は
？

車
を
運
転
す
る
と
き
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
も
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
大
気
汚
染
を
減
ら
す
努
力
が
大
切
で
す
。

◎
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち

に
被
害
が
発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
全
国
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
情
報
は
環
境
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
そ
ら
ま
め
君
」
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
＝http://soram

am
e.

taiki.go.jp/

携
帯
＝http://sora.taiki.go.jp/

①工場から排出される煙や自動車の排ガス 

④光化学オキシダント 

②太陽の強い紫外線 

・目がチカチカする 
・のどが痛い 
　　などの症状 

⑥健康被害 

⑤光化学スモッグ 

③光化学反応 

①工場から排出される煙や自動車の排ガス 

＜光化学スモッグ発生のしくみ＞ 

④光化学オキシダント 

②太陽の強い紫外線 
③光化学反応 

⑤光化学スモッグ 

越
後
長
岡
時
代
行
列
参
加
者
募
集

10
月
６
日
�
に
開
催
さ
れ
る

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
の
越
後
長

岡
時
代
行
列
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
す
る
配
役
と
人
数
】

①
虎
御
前
と
虎
千
代
（
戦
国
の

武
将
、
上
杉
謙
信
の
母
と
幼
少

時
代
の
上
杉
謙
信
）
…
母
子
５

組
10
人

②
鬼お

に

児こ

島じ
ま

弥
太
郎
（
上
杉
謙
信

の
側
近
で
乙
吉
城
主
。
槍
の

名
手
）
…
男
性
１
人

③
牧
野
忠
成

た
だ
な
り

公
（
長
岡
藩
初
代

藩
主
）
と
姫
君
…
男
女
ペ
ア

１
組

④
牧
野
忠
訓

た
だ
く
に

公
（
長
岡
藩
12
代

藩
主
）
…
男
性
１
人

⑤
牧
野
忠
訓

た
だ
く
に

公
姫
君
…
女
性
１

人
⑥
長
岡
藩
士
…
男
女
問
わ
ず
若

干
名
（
各
種
衣
装
あ
り
）

応
募
条
件
＝
ま
つ
り
当
日
に
衣

装
を
着
け
て
行
進
で
き
る
人（
①

は
幼
稚
園
〜
小
学
３
年
生
程
度

の
親
子
。
②
④
⑤
⑥
は
中
学
生

以
上
。
③
は
高
校
生
以
上
※
体

格
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
場
合

や
、
希
望
の
役
に
な
ら
な
い
場

合
あ
り
　
選
考
＝
①
〜
⑤
は
８

月
下
旬
こ
ろ
に
選
考
会
あ
り
。

⑥
は
選
考
せ
ず
予
定
人
数
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り

８

月
15
日
�
ま
で
に
観
光
課
内
米

百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
�
39
・
２
２
２
１
へ

●
「
越
後
長
岡
時
代
行
列
」

企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

ま
つ
り
当
日
は
、
り
り
し
い

武
者
姿
で
活
動
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
か
ら
ま
つ
り
当
日

ま
で
に
数
回
の
会
合
（
平
日
の

夕
方
）
を
予
定
　
内
容
＝
越
後

長
岡
時
代
行
列
の
企
画
・
運
営

米
百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
観
光
課
内
）
�
39
・

２
２
２
１

申 問 

申 問 

選挙管理委員会事務局�39・2241申 問 

「光化学スモッグ」ってなに？
□問環境政策課†24・0528

長岡川西地域・恵和保
育園に病後児保育室が
オープン！
病気の回復期にある子どもを
一時的に保育します。
日時＝午前８時～午後６時（土
曜日は正午まで） 対象＝保育
園または幼稚園に通っている市
内在住の乳幼児および小学校１
・２年生（保護者が仕事などで
面倒を見られない場合に限る）
受入可能人数＝１日４人　料金
＝１日2,000円　 恵和保育園
�28・2768（蓮潟町312） ※病
後児保育は、ながおか医療生活
共同組合（前田１）、東部どんぐ
り保育園（四郎丸２）、芳香稚草
園（新栄町）でも実施しています。

申 問 

担当＝保育課�39・2219

④
牧
野
忠
訓

た
だ
く
に
公
（
長
岡
藩
12
代
藩
主
）

この処理機で生ごみを
畑の肥料にしています。
最近は、ごみ袋をほと
んど買わなくなりまし
たね。朝のごみ出しも
少なくなりとても喜ん
でいます。

乙吉町・高橋さん
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表
彰
式
は
、
11
月
３
日
（
文
化

の
日
）
で
す
。

【
長
岡
市
表
彰
】

①
自
治
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、

生
活
環
境
、
商
工
業
、
農
林
水
産
業
、

教
育
、
体
育
、
文
化
、
交
通
安
全
、

防
犯
な
ど
の
活
動
で
、
功
績
の
著

し
い
人
ま
た
は
団
体
②
市
民
の
模

範
と
し
て
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
を
し
た
人
ま
た
は
団
体

【
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
】

奉
仕
、
慰
問
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体

８
月
17
�
ま
で
庶
務
課
�
39
・

２
２
０
３
へ

「
三
島
地
域
の
民
話
と
伝
説
」

の
中
か
ら
応
募
者
が
テ
ー
マ
を
選

申 問 

択
。
そ
の
内
容
を
自
由
に
創
作
し
、

作
品
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

民
話
の
あ
ら
す
じ
な
ど
、
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
部
門
＝
紙
芝
居
、
絵
本
、
劇

脚
本
　
賞
＝
す
べ
て
の
応
募
の
中

か
ら
、
最
優
秀
賞
１
点
…
賞
状
と

副
賞
20
万
円
（
劇
脚
本
は
10
万
円
）、

優
秀
賞
３
点
…
賞
状
と
副
賞
５

万
円
（
劇
脚
本
は
３
万
円
）、
そ

の
他
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20

人
に
三
島
地
域
特
産
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
　

９
月
28
日
�
ま
で
に
、

〒
９
４
０
―
２
３
９
２
（
住
所
記

入
不
要
）
三
島
地
域
ふ
る
さ
と
創

申 問 

生
基
金
事
業
実
行
委
員
会
（
三
島

支
所
地
域
振
興
課
内
）
�
42
・
２

２
２
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
劇

脚
本
の
み
Ｅ
メ
ー
ル
可
、m

sm
-ch

iiki@
city.nagaoka.lg.jp

）

長
岡
市
の
住
宅
政
策
な
ど
を
審

議
、
検
討
し
ま
す
（
年
４
回
程
度
）。

募
集
人
数
＝
若
干
名
（
委
員
会
は

10
人
で
構
成
）

任
期
＝
10
月
１

日
〜
平
成
21
年
９
月
30
日
　
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
）の
人

25 市政だより　2007.7 24市政だより　2007.7

催
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催
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市役所通り 市役所通り 

大
手
大
橋

大
手
大
橋 

長
生
橋

長
生
橋 

大
手
大
橋 

長
生
橋 

信濃川 

長岡市消防署 長岡市消防署 

長岡工業高校 長岡工業高校 

長岡市役所 長岡市役所 

長岡駅 
健康センター 

診療科目 

急患診療のお知らせ 

　診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。 

　受付時間はお問い合わせください。 

※ 受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。 

※ 7月31日�は長岡赤十字病院、8月1日�は立川綜合病院です。 

　産婦人科は在宅当番医制です。お問 
い合わせは休日急患診療所135・8255

へ。

a休日急患診療所（西千手２の５の１　健康センター内） 

d小国診療所（小国町楢沢８８） 

f休日在宅当番医（見附・中之島地区） 

g夜間等の当番病院 
①平日夜間当番病院 

②休日当番病院 

s中越こども急患センター（西千手 
　２の５の１　健康センター内） 

受付時間 

診療科目 受付時間 

診療科目 受付時間 

休 日 急 患 診 療 所  
135・8255 
FAX35・8266

休日急患歯科診療所 
133・9644

内科（小児科） 
・外科 

歯科 

午前９時～11時30分 
午後１時～５時30分 

午前９時～11時30分 
午後１時～３時30分 

中越こども急患センター 
194・4636 小児科 月～金（祝休日は除く） 

午後６時45分～９時30分 

小 国 診 療 所  
195・2010 内科・歯科 

第３日曜日のみ 
午前８時30分～11時30分 
午後３時～４時30分 

期　日 内　　科 外　　科 

７
月 

８
月 

１日a 
８日a 
15日a 
16日- 
22日a
29日a 

５日a

見附市立病院162･2800 
霜 鳥 医 院162･0579 
関 谷 医 院161･0205 
石 川 医 院166･2140 
林俊壱クリニック166･3000 
村 上 医 院163･4600 

見附市立病院162･2800 

見附市立病院162･2800 
金 井 医 院162･0116 
星整形外科医院166･8808 
寺 師 医 院162･0137 
わたなべ皮フ科162･7750 
石 澤 医 院162･2500 

見附市立病院162･2800 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡中央綜合病院135・3700 
立 川 綜 合 病 院133・3111 
長岡赤十字病院128・3600 

７月８日a・22日a

７月15日a・29日a

７月１日a・16日- 
８月５日a

長岡赤十字病院128・3600

長岡中央綜合病院135・3700

立 川 綜 合 病 院133・3111

7月の市税などの納期限（口座振替）は7月31日Cです

�固定資産税・都市計画税（2期）…収納課�39・2214

�国民健康保険料（1期）…国保医療課�39・2220

�介護保険料（4期）…介護保険課�39・2245

口座振替の人は、振替日前日までに口座の残高をご確認ください。
再振替はしません。

●
長
岡
市
表
彰
と
長
岡
市
地
域
社

会
貢
献
者
褒
賞
の
候
補
者
を
推

薦
し
て
く
だ
さ
い

◆問い合わせ 

4

●一般事務Ⅰ種／農業政策Ⅰ種
受 付 期 間＝７月26日�～29日�（土・日曜日も受け付けます）
第１次試験日＝８月26日�

●一般事務Ⅱ種／一般事務（身体障害者対象）／建築技術Ⅰ種／土木技術Ⅰ種・
Ⅱ種／化学技術Ⅰ種／保育士／保健師／管理栄養士／消防Ⅰ種・Ⅱ種
受 付 期 間＝８月16日�～19日�（土・日曜日も受け付けます）
第１次試験日＝９月16日�※一般事務職員（身体障害者対象）は左記日程

以外の日にも試験があります

申し込みは、受験者本人が職員採用試験申込書を持参してください（郵送
および代理人による提出はできません）。受験資格や受験手続き、試験の方
法などの詳細は、試験案内をご覧ください。
※Ⅰ種、Ⅱ種とは、試験の程度（難度）を表します。Ⅰ種は大学卒業程度、
Ⅱ種は高校卒業程度です。

★上記試験とは別に、
民間企業などの経験者を募集する予定です（平成20年４月採用）
詳しくは、市政だより10月号と10月１日から長岡市ホームページで公表

する予定です。

◆試験案内および申込書類の入手方法
①配布場所　人事課（市役所本庁４階）、市役所本庁１階案内所、各支所地
域振興課、市民センター、西サービスセンター（リバーサイド千秋内）、
中央図書館および各地域図書館。

②郵送請求　封筒の表に「試験案内請求」と朱書きし、120円切手を貼った
あて先明記の返信用封筒（角形２号）および受験職種を明記したメモを同
封の上、右記まで請求ください。

③長岡市ホームページ　http://www.city.nagaoka.niigata.jpからもダウンロー
ドできます。

＜先輩たちの声＞

�橋　愛恵
平成16年採用
市民センター

一般事務職員Ⅰ種 
  
農業政策職員Ⅰ種 
 

22人程度 

１人程度 

昭和53年４月２日～ 
昭和61年４月１日 

昭和47年４月２日～ 
昭和61年４月１日 

学歴不問 
 
学歴不問 

採用職種 採用予定人員 年齢要件（生年月日） 受験資格など 

一般事務職員Ⅱ種  

一般事務職員 
（身体障害者対象） 
 
建築技術職員Ⅰ種 
 
土木技術職員Ⅰ種 
 

土木技術職員Ⅱ種 
 

化学技術職員Ⅰ種 

 

保育士
 

保健師 

管理栄養士 

消防職員Ⅰ種 

消防職員Ⅱ種 

10人程度 

１人程度 

１人程度 

１人程度 

２人程度 

１人程度 

 

７人程度 

２人程度 

２人程度 

７人程度 

７人程度 

昭和61年４月２日～ 
平成２年４月１日 

昭和53年４月２日～ 
平成２年４月１日 

昭和53年４月２日～ 
昭和61年４月１日 

昭和53年４月２日～ 
昭和61年４月１日 

昭和61年４月２日～ 
平成２年４月１日 

昭和53年４月２日～ 
昭和61年４月１日 
 
 

昭和57年４月２日以後 

昭和52年４月２日以後 

昭和52年４月２日以後 

 
昭和56年４月２日～ 
昭和61年４月１日 

昭和61年４月２日～ 
平成２年４月１日 

学歴不問 
 
身体障害者手帳の交付を受けている人。
その他要件あり 

建築に関する専門の課程を履修し
ている人 

土木に関する専門の課程を履修し
ている人 

土木に関する専門の課程を履修し
ている人 

化学に関する専門の課程を履修し
ている人 

保育士資格を持つ人または、児童
福祉法施行令による保育士を養成
する学校その他の施設を平成20年
３月までに卒業し保育士資格を取
得見込みの人 

保健師免許を持つ人または、平成20年の 
国家試験で保健師免許を取得見込みの人 
 管理栄養士の免許を持つ人または、 
平成20年の国家試験で管理栄養士
免許を取得見込みの人 

要件あり 
 

要件あり 

採用職種 採用予定人員 年齢要件（生年月日） 受験資格など 

〒940－8501
長岡市幸町2の１の１
長岡市総務部人事課
�39・2201

で
、市
の
住
宅
行
政
に
関
心
が
あ
り
、

委
員
会
の
運
営
に
協
力
で
き
る
人

報
酬
＝
会
議
１
回
９
、１
０
０
円
　

７
月
31
日
�
ま
で
に
、「
志
望
の

動
機
と
住
宅
政
策
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
」（
８
０
０
字
程
度
）、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職

業
を
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
〒
９
４
０
―
８
５
０
１（
住

所
記
入
不
要
）長
岡
市
建
築
住
宅
課

�
39
・
２
２
２
９
、
FAX
39
・
２
２
９

３
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルkenjuu-kanri

＠city.nagaoka.lg.jp

へ
（
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

申 問 

創ろう! 長岡の未来 

●
み
し
ま
民
話
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

（
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業
）

●
長
岡
市
住
宅
対
策
委
員
会

委
員
募
集

�野　悟志
平成18年採用
長岡消防署

武田　真
平成18年採用
建築住宅課

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る 

施
設
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

施
設
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る 

施
設
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
々
と
の
交
流
が
仕
事
の

市
民
の
方
々
と
の
交
流
が
仕
事
の 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
方
々
と
の
交
流
が
仕
事
の 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

頑
張
っ
て
い
ま
す
！
長
岡
の
た
め
に
。

頑
張
っ
て
い
ま
す
！
長
岡
の
た
め
に
。 

夢
は
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
。

夢
は
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
。 

頑
張
っ
て
い
ま
す
！
長
岡
の
た
め
に
。

夢
は
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
。 
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

手
続
き
・
制
度

く
ら
し

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

問 申 

申 
　＝問い合わせ　　＝申し込み 
　の記載のないものは直接会場へどうぞ 
 

問 申 

申 

27 市政だより　2007.7

日
時
＝
８
月
９
日
�
午
後
１
時
20
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー
　

県
長
岡
地
域
振
興
局

地
域
福
祉
課
�
33
・
４
９
３
７

期
日
＝
７
月
28
日
�
・
29
日
�
（
１

泊
２
日
）

集
合
＝
７
月
28
日
�
午

後
６
時
30
分
ま
で
に
長
岡
駅
東
口
越

後
交
通
観
光
バ
ス
発
着
場
　
定
員
＝

40
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
８
、５
０

０
円
（
交
通
費
、
素
泊
料
な
ど
）

事
前
会
合
＝
７
月
18
日
�
午
後
７
時

か
ら
中
央
公
民
館
で
　

７
月
15
日

�
ま
で
に
長
岡
勤
労
者
山
岳
会
・
久

保
さ
ん
�
72
・
２
４
８
０（
夜
間
）へ

「
気
」
に
興
味
の
あ
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
１
月
曜
日
（
変
更
あ

り
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場
＝
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
内
容
＝
呼
吸
法
、
体
操
法
、
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
参
加
料

＝
１
回
２
、０
０
０
円
　

内
山
さ
ん

�
０
９
０
・
４
５
３
８
・
７
８
３
５

見
学
自
由
。
申
し
込
み
は
会
場
で
。

日
時
＝
毎
週
火
・
木
・
土
の
午
後
５

時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
大
島
小
学
校

（
男
子
の
み
火
曜
日
は
才
津
小
学
校
）

対
象
＝
小
学
生
　
会
費
＝
前
期
・
後

期
各
４
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
運
動

靴
、
水
筒
な
ど
　

佐
藤
さ
ん
�
27

・
４
８
１
８

会
員
も
募
集
中
で
す
。

申 問問  

申  問 申申  問 

申 問問  

期
日
と
会
場
＝
①
月
曜
日
…
北
部
体

育
館
②
火
曜
日
…
新
産
体
育
館
③
木

曜
日
…
市
民
体
育
館
④
金
曜
日
…
南

部
体
育
館
　
時
間
＝
①
〜
③
午
前
９

時
〜
正
午
④
午
後
１
時
〜
５
時
　

当
日
各
会
場
で
　

長
岡
市
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
土

田
さ
ん
�
33
・
７
１
５
０

日
時
＝
７
月
９
日
�
、
８
月
20
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
内
容
＝
精

神
科
医
師
に
よ
る
相
談
（
予
約
制
）

会
場
・

県
長
岡
地
域
振
興
局
地
域

保
健
課
�
33
・
４
９
３
１

日
時
＝
７
月
14
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
内
容
と
講
師
＝

発
達
障
害
に
お
け
る
脳
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
…
東
京
都
神
経
科
学
研
究
所
副
参

事
研
究
員
・
林
雅
晴
さ
ん
、
け
い
れ

ん
の
見
方
と
対
応
…
長
岡
療
育
園
園

長
・
小
西
徹
さ
ん
　
定
員
＝
４
５
０

人
（
先
着
。
一
時
保
育
は
先
着
20
人

ま
で
）

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９
４
０
―
２

１
３
５
深
沢
町
２
２
７
８
の
８
長
岡

療
育
園
�
46
・
６
６
１
１
、
FAX
47
・

１
２
４
３
、
Ｅ
メ
ー
ルnryou@

nag
aryo.or.jp

へ

妊
婦
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
20
日
�
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
お
話
と
情
報
交
換
　
講
師
＝
助
産

師
・
酒
井
由
美
子
さ
ん
　
対
象
＝
１

歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
＝

申 問 
申 問 

申 問 

申 問 

30
組
（
先
着
。
一
時
保
育
あ
り
）

７
月
10
日
�
か
ら
母
子
保
健
推
進

員
協
議
会
事
務
局
子
ど
も
家
庭
課
�

39
・
２
３
０
０
へ

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
前
９
時
〜
正

午
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
（
水
道
町
３
）

対
象
＝
幼
児
〜

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
で
）

７

月
13
日
�
ま
で
に
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
に
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
保
育

園
・
幼
稚
園
・
学
校
名
、
保
護
者
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
相
談
希

望
時
間
、
相
談
内
容
を
記
入
し
、
〒

９
４
０
―
０
０
８
７
千
手
２
の
８
の

１
千
手
小
学
校
内
長
岡
市
言
語
親
の

会
事
務
局
�
34
・
６
８
４
１
、
FAX
36

・
０
８
４
０
へ

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
講
師
＝
長
岡
保
養
園
理
学
療

法
士
・
北
村
克
之
さ
ん
　
会
場
・

台
町
会
館
�
31
・
０
２
９
４

高
齢
者
介
護
の
技
術
や
食
事
に
つ

い
て
介
護
士
と
一
緒
に
体
験
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
18
日
�
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
対
象
＝
高
校
生
　
定
員
＝

10
人
（
先
着
）

会
場
・

７
月
16

日
�
〜
８
月
10
日
�
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ま
ち
だ
園
�
39
・
３
９
２

７
へ

日
時
＝
７
月
〜
３
月
ま
で
の
毎
月
第

２
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
８
月
、
１
月
は
除
く
）

会
場

申 問 

申 問 
申 問 

申 問 

＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
２
階
和

室
　
内
容
＝
認
知
症
の
悩
み
の
語
り

合
い
　
対
象
＝
認
知
症
患
者
の
家
族

や
関
心
の
あ
る
人
　
参
加
料
＝
２
０

０
円
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｅ
ラ
イ
フ

・
朝
田
さ
ん
�
37
・
７
１
０
６

日
時
＝
７
月
18
日
�
、
８
月
１
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
　
会
場
・

税
理
士
会
長
岡
支
部
（
三
和
３
）
�

33
・
８
０
８
０

期
日
と
内
容
＝
７
月
10
日
�
…
求
人

票
の
読
み
方
＆
情
報
の
集
め
方
、
11

日
�
…
履
歴
書
の
書
き
方
、
12
日
�

…
面
接
攻
略
、
24
日
�
…
職
種
＆
業

種
を
知
る
、
25
日
�
…
職
務
経
歴
の

書
き
方
、
26
日
�
…
敬
語
＆
マ
ナ
ー

上
達
、
27
日
�
…
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
達
　
時
間

＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
定
員
＝

各
20
人（
先
着
）

会
場
･

ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
な
が
お
か
�
38
・
６
１
８
１

独
立
・
起
業
・
新
規
事
業
を
応
援

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
�
・
22
日
�
・
28

日
�
・
29
日
�
、
８
月
４
日
�
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
計
５

回
）

会
場
＝
新
産
管
理
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
　
参
加
料
＝
５
、０
０
０
円

県
商
工
会
連
合
会
十
日
町
支
所
�

０
２
５
・
７
５
２
・
７
１
８
１
、
Ｅ

メ
ー
ルnitokam

achi@
niigata-inet.

or.jp日
時
＝
①
プ
レ
訓
練
…
８
月
27
日
�

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

〜
31
日
�
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
２

時
50
分
②
本
訓
練
…
９
月
４
日
�
〜

11
月
30
日
�
午
前
９
時
10
分
〜
午
後

３
時
50
分
（
土
日
除
く
）

会
場
＝

ス
タ
ッ
フ
エ
ー
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
長
岡
西
校
（
喜
多
町
）

内
容
＝

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
簿
記
、
会
計
実

務
、
就
職
指
導
な
ど
　
対
象
＝
母
子

家
庭
の
母
　
定
員
＝
15
人
（
抽
選
）

受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
１
１
、０
０

０
円
程
度
別
）

７
月
31
日
�
ま

で
に
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
�
０
２

５
６
・
38
・
３
４
６
４
ま
た
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
へ

相
続
、
土
地
、
い
じ
め
相
談
に
応

じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

期
日
と
会
場
＝
８
月
７
日
�
…
山
古

志
会
館
、
８
日
�
…
陽
光
台
仮
設
総

合
集
会
所
　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

支
局
�
33
・
６
９
０
１

応
募
資
格
や
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種
と
受
付
期
間
＝
①
２
等
陸
・
海

・
空
士
（
女
子
）、
航
空
学
生
、
一
般

曹
候
補
生
…
８
月
１
日
�
〜
９
月
７

日
�
②
防
衛
大
学
校
（
推
薦
）
…
９

月
５
日
�
〜
７
日
�
③
防
衛
大
学
校
、

防
衛
医
科
大
学
校
お
よ
び
看
護
学
生

…
９
月
７
日
�
〜
28
日
�
④
２
等
陸

・
海
・
空
士
（
男
子
）
…
随
時
⑤
自

衛
隊
生
徒
（
中
卒
・
卒
業
見
込
含
む
）

…
11
月
１
日
�
〜
来
年
１
月
８
日
�

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡

出
張
所
（
学
校
町
２
）
�
33
・
０
２

５
６
へ

申 問 

申 問 

申 問 

日
時
＝
７
月
11
日
�
・
18
日
�
・
25
日

�
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
（
計

３
回
）

会
場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲

葉
町
）

内
容
＝
あ
ん
ぱ
ん
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
パ
ン
な
ど
　
定
員
＝
18
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
５
、０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
各
回
ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ
、

紅
茶
付
き
）

長
岡
友
の
会
・
高

津
さ
ん
�
０
９
０
・
５
８
２
３
・
３

０
２
０

日
時
＝
７
月
15
日
�
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
樋
口
ビ
ル
３
Ｆ
（
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
前
）

国
際
吹
矢
道
協

会
・
樋
口
さ
ん
�
34
・
２
３
０
３

日
時
＝
７
月
18
日
〜
11
月
14
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時（
８

月
１
日
〜
９
月
５
日
を
除
く
計
12
回
）

会
場
＝
長
岡
大
学
　
講
師
＝
同
大
学

准
教
授
・
桂
信
太
郎
さ
ん
　
受
講
料

申 問 
申 問 

＝
１
２
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
２
、

５
０
０
円
程
度
別
）

は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９
４
０

―
０
８
２
８
御
山
町
80
の
８
長
岡
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�
39
・
１
９

０
３
、
FAX
39
･
９
５
６
６
、
Ｅ
メ
ー

ルshougai@
nagaokauniv.ac.jp

へ

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
越
路
児
童
交

流
会
館
　
持
ち
物
＝
ゆ
か
た
、
帯
な

ど

古
沢
さ
ん
�
92
・
５
１
４
０

日
時
＝
７
月
21
日
�
午
後
１
時
か
ら
、

３
時
40
分
か
ら
、
７
時
か
ら
　
会
場

＝
市
立
劇
場
　
料
金
＝
一
般
前
売
り

１
、４
０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会
�
・
FAX

33
・
１
２
３
１

体
を
使
っ
て
言
葉
を
表
現
し
、
心

と
体
の
調
和
を
深
め
ま
す
。

期
日
＝
７
月
22
日
�

時
間
と
対
象

申 問 

申 問 

申 問 

＝
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
…
子
ど
も

（
３
歳
〜
小
学
生
）、
午
前
10
時
45
分

〜
11
時
45
分
…
大
人
（
こ
の
間
、
子

ど
も
は
童
謡
や
昔
遊
び
）

会
場
＝

中
央
公
民
館
音
楽
室
　
参
加
料
＝
子

ど
も
１
、０
０
０
円
、
大
人
１
、２
０

０
円

た
ね
の
会
・
橘
さ
ん
�
・
FAX

28
・
１
２
１
０

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
内
容
＝
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、

魚
の
飼
い
方
の
相
談
、
魚
類
ク
イ
ズ

な
ど
　
会
場
・

同
試
験
場
（
大
川

原
町
）
�
22
・
２
１
０
１

日
時
＝
７
月
22
日
�
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
県
立
近
代
美
術
館

講
堂
　
出
演
＝
劇
団
ス
イ
セ
イ
・
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
　
内
容
＝
「
マ
イ
・
フ

ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
な
ど
の
名
曲
　
定

員
＝
２
０
０
人
　
料
金
＝
５
０
０
円
　

市
民
劇
場
�
35
・
９
５
３
８
（
平

日
正
午
〜
午
後
７
時
）

日
時
＝
７
月
28
日
�
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
オ
ペ

ラ
・
歌
曲
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
　

五
十
嵐
郊
美
「
美
し
い
声
の
ス
タ
ジ

オ
」
�
０
９
０
・
１
１
２
９
・
７
９

７
６

期
日
＝
７
月
27
日
�
〜
29
日
�
（
２

泊
３
日
）

会
場
＝
西
山
自
然
体
験

交
流
施
設
「
ゆ
う
ぎ
」（
柏
崎
市
西

山
町
）

対
象
＝
小
学
２
年
生
〜
中

学
３
年
生
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
） 申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

参
加
料
＝
１
６
、０
０
０
円
（
交
通
費
、

資
料
代
、
食
費
、
保
険
料
な
ど
。
７

月
22
日
�
の
事
前
説
明
会
時
に
納
入
）

７
月
13
日
�
ま
で
に
長
岡
キ
ャ
ン

プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
事
務
局
・
須

藤
さ
ん
�
０
９
０
・
７
４
２
２
・
４

９
１
５
、
FAX
39
・
６
９
６
１

日
時
＝
７
月
28
日
�
午
前
10
時
か
ら
、

午
後
２
時
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
入
場
料
＝
３

０
０
円
　

長
岡
大
手
高
校
演
劇
部

顧
問
・
佐
藤
さ
ん
�
32
・
０
０
９
６

日
時
＝
７
月
28
日
�
・
29
日
�
午
前

10
時
か
ら
　
内
容
＝
デ
ザ
イ
ン
体
験

授
業
、
作
品
展
示
、
入
試
相
談
な
ど

同
大
学
入
試
広
報
課
�
21
・
３
３

３
１

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場
　
対
象
＝
小
・
中
学
生
　
競

技
方
法
＝
個
人
戦
総
平
手
打
ち
　
部

門
＝
小
学
１
〜
３
年
生
、
小
学
４
〜

６
年
生
、
中
学
生
　
参
加
料
＝
１
、０

０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

長
岡

将
棋
愛
好
会
・
大
野
さ
ん
�
34
・
６

２
２
８

日
時
＝
７
月
29
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
内
容
＝
研
究
室
見
学
、

模
擬
講
義
、
工
学
分
野
の
説
明
、
進

路
・
入
試
・
学
生
生
活
・
履
修
相
談

な
ど

同
大
学
入
学
試
験
第
２
係

�
47
・
９
２
５
８
、
Ｅ
メ
ー
ルnkoho
申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

@
jcom

.nagaokaut.ac.jp

へ

音
声
ア
シ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
31
日
�
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
）

出
演
＝
フ
ン
タ
ブ
ラ
ー
バ
、

前
田
劔
豪

け
ん
ご
う

と
劔
豪
会
ほ
か

☆
絵
灯
ろ
う
作
品
募
集

会
場
周
辺
に
展
示
す
る
絵
灯
ろ
う

の
図
案
を
募
集
し
ま
す
（
テ
ー
マ
と

画
材
は
自
由
。用
紙
は
用
意
し
ま
す
）。

募
集
数
＝
１
０
０
基
　

７
月
14
日

�
ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・
渡
辺
さ
ん
�
・
FAX
29
・

１
６
７
３
へ

２
５
０
個
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
あ
る

地
域
最
大
級
の
神
輿
で
す
。

日
時
＝
８
月
１
日
�
午
後
６
時
30
分

〜
11
時
（
長
岡
ま
つ
り
前
夜
祭
）

定
員
＝
２
４
０
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
５
０
０
円
　

	
長
岡
青
年
会

議
所
�
34
・
０
０
６
９

日
時
＝
８
月
５
日
�
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

宿
題

（
各
２
句
）
＝
「
笑
う
」「
読
む
」「
？
」

「
表
情
」「
花
火
」

席
題
＝
当
日
発

表
　
川
柳
ト
ー
ク
＝
長
谷
川
冬
樹
さ

ん
に
よ
る
「
獄
門
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
　
投

句
＝
７
月
31
日
�
ま
で
に
定
額
小
為

替
５
０
０
円
分
を
添
え
て
、
〒
９
４

０
―
０
０
２
８
蔵
王
１
の
６
の
34
長

陵
川
柳
会
・
福
田
柳
太
郎
さ
ん
�
36

・
２
４
４
６
へ

長
岡
市
・
出
雲
崎
町
の
中
学
生
16

人
が
日
ご
ろ
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。

申 問 

申 問 
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■
初
心
者
向
け
手
作
り
パ
ン
教
室

■
吹
矢
の
矢
作
り
講
習
会
（
無
料
）

■
会
計
の
基
礎
知
識
〜
簿
記
入
門
〜

■
ゆ
か
た
の
着
方
講
習
会
（
無
料
）

■
嵐
主
演
「
黄
色
い
涙
」
上
映
会

■
わ
た
し
の
主
張
地
区
大
会
（
無
料
）

■
県
下
少
年
少
女
将
棋
長
岡
大
会

■
安
達
太
良
山
募
集
登
山

■
市
民
川
柳
大
会

■
大
人
と
子
ど
も
の
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ

ー
講
座

■
夏
の
夢

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

■
わ
ん
ぱ
く
共
和
国
（
キ
ャ
ン
プ
）

■
「
元
気
会
」
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

■
発
達
講
座
（
無
料
）

■
「
創
業
塾
」
で
新
た
な
一
歩
を
！

■
特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

■
税
理
士
無
料
納
税
相
談
（
要
予
約
）

■
就
職
サ
ポ
ー
ト
講
座
（
無
料
）

■
来
年
４
月
採
用
の
自
衛
官
等
募
集

■
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

つ
ど
い

■
長
岡
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

団
員
募
集

■
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

７
月
の
初
心
者
講
習
会
（
無
料
）

■
子
ど
も
の
き
こ
え
や
こ
と
ば
の
悩

み
相
談
会
（
無
料
）

■
パ
パ
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
集
い

（
無
料
）

■
母
子
家
庭
の
母
を
対
象
に

「
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
開
設

■
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

ふ
れ
あ
い
開
放
デ
ー
（
無
料
）

■
ミ
ッ
ド
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
無
料
）

■
長
岡
造
形
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

■
「
夢
神
輿

み
こ
し

」
を

一
緒
に
担
ぎ
ま
せ
ん
か

■
長
岡
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

■
長
岡
市
高
校
演
劇
発
表
会

第
１
０
０
回
記
念
合
同
公
演

「
グ
ッ
バ
イ
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

「
筋
肉
を
意
識
し
て
体
操
し
ま
し

ょ
う
」（
無
料
）

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
一
日
介
護
士
体
験
（
無
料
）

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体など
からの催し案内、会員募集、各種お知らせを掲
載しています。

次に該当するものは原則掲載できません。
①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞・テ
レビ広告など）
④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないことが
あります。会員募集は原則として掲載後１年間
再度掲載しません。
広報課�39・2202申 問 

９月号の原稿の締め切りは７月３１日（火）
（必着）です。〒940－8501広報課広報編集
係へ郵送、持参、FAX39・2272、Ｅメール
inf-prd@city.nagaoka.lg.jpで提出してくだ
さい。
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の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
掘
り

抜
い
た
も
の
で
す
。
隧
道
内

に
は
、
つ
る
は
し
の
跡
や
出

水
落
盤
の
跡
が
今
も
。
手
掘

り
の
苦
労
や
集
落
を
守
ろ
う

と
い
う
強
い
思
い
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

隧
道
隣
に
国
道
・
中
山
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
平
成
十

年
、
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し

た
。
が
、
先
人
た
ち
の
偉
業

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
保
存

へ
。
平
成
十
五
年
に
は
、
隧
道
完

成
ま
で
の
道
の
り
を
描
い
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
掘
る
ま
い

か
」
が
製
作
さ
れ
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、「
土
木
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的

・
文
化
的
価
値
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲豊作を願って、たいまつの灯りを田にかざして虫退
治の儀礼をする子どもたち

初夏にさわやかな香りを届けてくれ
るラベンダー。紫のじゅうたんを敷き
詰めたような北海道富良野のラベンダ
ー畑は、夏の風物詩として知られてい
ます。
ラベンダーは背の低い木で、適切に

管理すれば毎年彩りと香りを楽しむこ
とができます。花はポピュラーな紫の
ほかに白、ピンクもあります。語源は
ラテン語の「洗う」。古代ローマ人がこ
の花の香りを好んで、入浴や洗濯の際
に使ったことに由来します。
古くから薬用植物としても利用され、

その香りは安眠、鎮静、鎮痛、殺菌な
どの作用があります。ハーブティー、
ポプリ、アロマテラピーでもおなじみ。
「香りの女王」と呼ばれています。
“長岡の富良野”東山ふれあい農業

公園（栖吉町）では、７月下旬までが
見ごろです。

中
山
隧
道
は
、
山
古
志
地
域
小

松
倉
集
落
と
魚
沼
市
を
結
ぶ
手
掘

り
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
昭
和
八
年

か
ら
十
六
年
を
か
け
て
村
人
た
ち

が
掘
り
抜
い
た
も
の
。
長
さ
は
八

百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
、
手
掘
り
で

は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
ま
す
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
松
倉

集
落
で
は
当
時
、
町
場
（
魚
沼
市

側
）
の
病
院
な
ど
に
行
く
た
め
に

は
、
峠
越
え
が
必
要
で
し
た
。
冬

は
積
雪
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
急

病
人
な
ど
難
路
の
犠
牲
に
な
る
人

も
い
た
そ
う
で
す
。

峠
を
貫
く
隧
道
は
、
自
分
た
ち

「稲虫送り」は古くから日本各地で行われ
ている農耕儀礼の一つです。水田の稲が大き
く育つ７月ころ、大切な稲を病害虫から守る
ため、わらで作ったたいまつに火を灯し、稲
の葉先をなでるようかざします。その火の灯
りに向かって飛んでくる害虫を退治して豊作
を願うというものです。
小国地域ではかつて７月15日の夜、大人た

ちによって行われました。鉦
かね

や太鼓を打ち、
ほら貝を吹き鳴らします。｢稲の虫送りや、稲
の虫送りや」とはやしながらたいまつを振り
ます。渋海川を目指すかがり火の列が川面に
映え、それは壮麗でした。
戦後、誘

ゆう

蛾
が

灯
とう

や農薬の普及により、稲虫送
りをする地域は減っていきました。現在は、
森光、諏訪井などの集落で子どもたちによっ
て、７月中旬に行われています。

２６

２６

ラベンダー
中山隧道　【山古志東竹沢】

ずい どう

２６

稲い
な

虫む
し

送
り

【
７
月
／
小
国
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp

▲中越大震災を耐え抜いた隧道を一目見よ
うと県内外から見学者が。
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